
古
典
探
究

43 42

選
び
抜
か
れ
た
作
品
群
で
、
日
本
の
古
典
文
化
を
重
層
的
に
学
べ
ま
す
。

随
筆
、
物
語
、
日
記
、
説
話
か
ら
評
論
、
伝
承･

伝
説
、
近
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
ま
で
、

実
績
と
蓄
積
の
あ
る
作
品
を
精
選
し
て
掲
載
。
時
代
の
変
遷
も
意
識
し
つ
つ
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
古
典
文
化
を
重
層
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

豊
富
な
作
品
群
で
、
現
代
社
会
に
つ
な
が
る
漢
文
文
化
を
学
べ
ま
す
。

思
想
、
史
伝
、
漢
詩
を
は
じ
め
、
小
説
や
小
話
、
日
本
の
漢
詩
文
に
い
た
る
ま
で
、

日
本
の
古
典
と
し
て
価
値
の
あ
る
漢
文
作
品
を
精
選
し
て
掲
載
。

古
典
の
中
に
新
し
い
時
代
を
生
き
る
た
め
の
叡
智
を
見
い
だ
す
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。

充
実
し
た
言
語
活
動
で
、
読
解
と
探
究
的
な
活
動
が
深
ま
り
ま
す
。

各
単
元
の
「
学
び
を
広
げ
る
」
で
は
、
関
連
の
あ
る
文
章
な
ど
を
取
り
上
げ
た
合
わ
せ
読
み
・
比
べ
読
み
の
ほ
か
、

創
作
や
朗
読
、
レ
ポ
ー
ト
制
作
な
ど
の
探
究
的
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
単
元
と
は
独
立
し
た
形
で
、
古
典
に
つ
い
て
書
か
れ
た
現
代
の
文
章
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

本
教
材
と
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
で
、
古
典
に
対
す
る
新
た
な
発
見
を
促
し
、

生
徒
自
身
が
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

文
種
別
の
単
元
構
成
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
授
業
づ
く
り
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

古
文
編
・
漢
文
編
そ
れ
ぞ
れ
、
教
科
書
全
体
は
二
部
構
成
、
文
種
別
の
単
元
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
材
選
択
を
し
や
す
く
、
複
数
学
年
に
ま
た
が
る
指
導
計
画
も
立
案
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

学
習
目
標
・
課
題
・
振
り
返
り
の
明
示
で
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
引
き
出
し
ま
す
。

学
習
目
標
と
振
り
返
り
を
明
示
し
、
明
確
な
ね
ら
い
を
も
っ
て
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
教
材
ご
と
に
的
確
な
読
解
に
つ
な
が
る
課
題
を
設
定
し
て
お
り
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
引
き
出
し
ま
す
。

シ
ン
プ
ル
な
紙
面
構
成
と
豊
富
な
資
料
が
、
読
解
と
探
究
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

本
文
中
心
の
読
み
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
と
と
も
に
、
図
版
・
写
真
を
効
果
的
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム
「
古
典
の
扉
」「
文
法
か
ら
解
釈
へ
」
や
読
書
案
内
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
生
徒
の
読
解
と
探
究
を

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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書▶

p.58

生
徒
用
教
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採
用
校
向
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ポ
ー
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p.60

学
習
者
用
デ
ジ
タ
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教
科
書▶
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指
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用
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■
著
作
者

岩
﨑
昇
一　
　
元
東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

三
浦
和
尚　
　
愛
媛
大
学
名
誉
教
授

安
藤
延
明　
　
高
槻
中
学
校
・
高
等
学
校

石
村
貴
博　
　
東
京
学
芸
大
学

小
池
保
則　
　
武
蔵
高
等
学
校
中
学
校

瀧
康
秀　
　
　
清
泉
女
学
院
中
学
高
等
学
校

田
口
か
お
る　
東
京
都
立
豊
多
摩
高
等
学
校

田
中
尚
子　
　
愛
媛
大
学

長
尾
直
茂　
　
上
智
大
学

福
家
俊
幸　
　
早
稲
田
大
学

細
谷
敦
仁　
　
東
京
都
立
新
宿
高
等
学
校

堀
口
良
恵　
　
東
京
都
立
三
田
高
等
学
校

吉
野
誠　
　
　
城
北
学
園
城
北
中
学
校
・
高
等
学
校

渡
辺
恭
子　
　
東
京
都
立
青
山
高
等
学
校

令和５年度新刊令和５年度新刊

史
伝

・
作
品
の
背
景
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
の
立
場
や

役
割
を
読
み
取
る

・
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
の
性
格
や
心
情
を
読
み
取
る

・
項
王
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る

項羽像
　

史
記
（
司
馬
遷
）

鴻
門
之
会

　学
び
を
広
げ
る

　せ
り
ふ
の
朗
読

四
面
楚
歌

項
王
最
期

　学
び
を
広
げ
る

　項
王
の
生
き
ざ
ま

�

題
烏
江
亭
（
杜
牧
）
／
烏
江
亭
（
王
安
石
）
／
烏
江
（
李
清
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

歴
史
は
い
か
に
記
述
さ
れ
た
の
か

漢
文
を
読
む
た
め
に
❷

三

035_精古-漢_扉.indd   35 2022/03/11   11:26

物
語(

二)

五五

源氏香の図（→247 ページ）

源
氏
物
語
（
紫
式
部
）

　光
源
氏
の
誕
生
〔
桐
壺
〕

　藤
壺
の
入
内
〔
桐
壺
〕

　北
山
の
垣
間
見
〔
若
紫
〕

大
鏡　雲

林
院
の
菩
提
講

　花
山
天
皇
の
出
家

　学
び
を
広
げ
る

　『栄
花
物
語
』
と
の
読
み
比
べ

　弓
争
ひ

　三
舟
の
才

　
　
　
　
　
　

  

「
声
」
を
聞
く

―
物
語
の
歴
史

古
典
の
扉

・
物
語
の
設
定
や
、
構
成
、
展
開
を
理
解
す
る

・
登
場
人
物
の
心
情
を
読
み
取
る

・ 

同
じ
題
材
を
扱
っ
た
物
語
を
読
み
比
べ
、
物
語
の
多
様
性
に

つ
い
て
考
え
る
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﹁
三
国
志
﹂
の
世
界

	
	

三
国
志	

の
世
界

500

1000

1500

後漢

三国
西晋

東晋

南北朝

隋

唐

五代

北宋

南宋

元

明

『
三
国
志
』

『
十
八
史
略
』

『
三
国
志
演
義
』

　三
世
紀
初
め
の
後
漢
末
の
中
国
で
は
︑
曹そ
う

操そ
う

が
率
い
る
魏ぎ

︑

漢
王
朝
の
継
承
を
唱
え
る
劉
り
ゅ
う

備び

の
蜀し
ょ
く︑
孫そ
ん

権け
ん

が
守
る
呉ご

の
三

国
が
鼎て
い

立り
つ

︑
群
雄
が
割
拠
し
て
覇
を
競
っ
た
︒

　そ
の
激
動
の
時
代
を
舞
台
と
し
た
物
語
は
︑
時
を
超
え
て

人
々
に
愛
さ
れ
続
け
︑「
三
国
志
」
の
世
界
と
呼
ぶ
べ
き
一

つ
の
領
域
を
形
成
し
て
い
る
︒

呉
孫
そんけん

権

　そ
の
激
動
の
時
代
を
舞
台
と
し
た
物
語
は
︑
時
を
超
え
て

人
々
に
愛
さ
れ
続
け
︑「
三
国
志
」
の
世
界
と
呼
ぶ
べ
き
一

下
か

邳
ひ

淮河

建
けんぎょう

業

152-161_精古-漢.indd   152 2021/04/23   10:35

93

桜
巒
春
容

一

　筆
者
は
︑「
飛
鳥
・
墨
陀
」（
92
・
4
）
の
春
の
様
子
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
︑
ま

と
め
て
み
よ
う
︒

二

　筆
者
は
︑「
相
馬
氏ノ

邸
内
」（
92
・
4
）
の
春
の
様
子
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
︑
説

明
し
て
み
よ
う
︒

一

　「勝
」（
92
・
6
）︑「
絶
」（
92
・
9
）︑「
冠
」（
92
・
9
）
に
つ
い
て
︑
本
文
中
と
同
じ
意
味
で

こ
の
字
を
用
い
て
い
る
熟
語
を
あ
げ
て
み
よ
う
︒

課
題

語
句
と
表
現

句
法

●

豈ニ

～
耶

　ど
う
し
て
～
か
︑
い
や
～
な
い
︒

［
反
語
］

●

不
レ

能ハ
二

～（
ス
ル
コ
ト
）

 

　
　～
で
き
な
い
︒［
不
可
能
］

●

独リ

～ノ
ミ

　～
だ
け
だ
︒［
限
定
］

●

為ル
二

A
所ト 

B 

　A
に
B
さ
れ
る
︒［
受
身
］

●

豈ニ

啻ニ

～
而
已ナ

ラ
ン

  

哉

　ど
う
し
て
～
だ
け
だ

ろ
う
か
︑
い
や
～
だ
け
で
は
な
い
︒ 

［
累
加
］

＊
訓
読
で
注
意
す
る
語

　焉

　而

　則

　矣

　可

　与

　為

　然

　乃

　過

一

　ノ

一レ

　（ス
ル
）

　
鶴
梁
文
鈔

　林
鶴
梁
の
漢
文
集
︒
十
巻
︒

　
林
鶴
梁

　一
八
〇
六（
文ぶ

ん

化か

三
）年
～
一
八
七
八（
明

治
一
一
）
年
︒
名
は
長ち

ょ
う

孺じ
ゅ

︒
鶴
梁
は
号
︒

上こ
う

野ず
け

高た
か

崎さ
き

（
現
在
の
群
馬
県
）
の
人
︒
幕

末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
漢
学
者
︒

赤坂絵図（『江戸切絵図』　江戸時代後期）
中央付近に「相馬大

だい

膳
ぜんの

亮
すけ

」の文字が見える。
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5

　菅
原
道
真
は
、
平
た
い
ら
の

将ま
さ

門か
ど

、
崇す

徳と
く

院
と
と
も
に
「
日
本
三
大
怨
霊
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
か
ら
一
人
を
選
び
、
そ
の
経
歴
や
ま
つ
わ
る
で
き
ご
と
、
さ
ら
に

は
怨
霊
化
し
た
彼
ら
を
取
り
扱
っ
た
作
品
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
調
べ
て
発
表

し
て
み
よ
う
。
ま
た
、
お
互
い
の
発
表
を
聞
い
て
、
こ
れ
ら
の
人
物
の
事
跡
が
現
在
ま
で

伝
え
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

学
び
を
広
げ
る

日
本
三
大
怨
霊

怨霊として描かれた菅原道真（『神霊菅原道真実記』豊
とよ

原
はら

国
くに

周
ちか

筆　明治時代中期）

平将門の首塚（東京都千代田区）

怨霊となった崇徳院と西
さい

行
ぎょう

（『雨
う

月
げつ

物語』「白
しら

峯
みね

」）

176

物
語
（
一
）
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51015

1
星
辰
　
星
。
ま
た
は
星
座
。

2
三
百
六
十
五
日
五
時
四
十
九
分
　
現
在
の

観
測
数
値
は
三
百
六
十
五
日
五
時
四
十
八

分
四
十
六
秒
。

3
二
十
八
宿
　
黄
道
に
沿
っ
て
天
球
を
二
十

八
に
区
分
し
、
星
座
の
所
在
を
明め

い

瞭り
ょ
うに
し

た
も
の
。
黄
道
は
、
太
陽
の
見
か
け
上
の

軌
道
。

4
天
　
恒
星
天
。

5
里
　
距
離
の
単
位
。
約
三
・
九
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。

6
Ｓ
　
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
読
み
方
は
オ
ラ

ン
ダ
語
。

　 

天
文
学
書
『
刻コ

ッ

白ペ

爾ル

天
文
図
解
』（
司し

馬ば

江か
う

漢か
ん

）

　
人
、
地
球
ノ
上
ニ
居
テ
天
ヲ
仰
ギ
望
ム
ニ
、
天
旋メ

グ

ツ
テ
大
地
静
カ
ナ
リ
。
日
月
星セ

イ

辰シ
ン

移

リ
テ
、
昼
夜
ヲ
ナ
シ
、
三
百
六
十
五
日
五
時
（
一
昼
夜
ヲ
二
十
四
時
ト
ス
）
四
十
九
分
ヲ

（
一
時
六
十
分
ト
ス
）
過
ギ
テ
一
年
ヲ
ナ
ス
。
四
季
（
春
夏
秋
冬
）
ア
リ
、
寒
暖
ヲ
ナ
ス
。

其ソ

ノ
理
ヲ
究
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
、
恒ツ

ネ

ニ
二
十
八
宿
ヲ
知
ル
ニ
ア
リ
。
天
、
一
年
ニ
一
周
回

ス
ル
ヲ
見
ル
ナ
リ
。
地
旋
ル
ト
キ
ハ
天
旋
ル
ガ
如ゴ

ト

シ
、
舟
ノ
行
ク
ニ
岸
ノ
移
リ
旋
ル
ニ
似

タ
リ
。
是コ

レ

ヲ
地
転
ノ
説
ト
云イ

フ
。
然シ

カ

ル
ニ
一
昼
一
夜
ヲ
ナ
ス
ハ
地
球
旋
転
シ
テ
、
日
ノ
向

カ
フ
ト
コ
ロ
昼
ヲ
ナ
シ
、
日
ニ
背
ク
ト
コ
ロ
夜
ヲ
ナ
ス
。
地
球
ノ
周
回
一
万
零
八
百
里

（
日
本
ノ
里
法
）
一
度
三
十
里
、

地
ノ
回メ

グ

リ
三
百
六
十
度
。

　
図
ノ
中マ

ン

心ナ
カ

Ｓス

ハ
日
輪
ナ
リ
。
其

ノ
外
環
Ａア

ハ
水
星
天
、
Ｂベ

ハ
金
星

天
、
Ｃセ

ハ
吾ワ

ガ
地
球
天
、
Ｄデ

ハ
火

星
天
、
Ｅエ

ハ
木
星
天
、
Ｆエ

フ

ハ
土
星

天
、
Ｇゲ

ハ
恒ガ

ウ

星セ
イ

天テ
ン

、
Ｈハ

ハ
彗ス

イ

星セ
イ

ノ

行
環
ナ
リ
。
吾
ガ
地
球
一
旋
転
シ

テ
天
ノ
一
度
ヲ
進
ミ
、
三
百
六
十

五
日
余
ヲ
旋
転
シ
テ
、
天
ノ
三
百

六
十
度
ヲ
地
球
一
周
シ
テ
一
年
ヲ

ナ
ス
。

1

2

3

4

5

6

刻
白
爾
天
文
図
解

天
文
学
書
。
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
（N

icolaus C
opernicus 

ポ
ー
ラ
ン
ド

の
天
文
学
者
。
一
四
七
三
年
〜
一
五
四
三

年
）
の
提
唱
し
た
太
陽
中
心
説
を
一
般
向

け
に
図
解
し
た
本
。
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通

詞
で
あ
る
本も

と

木き

良よ
し

永な
が

（
一
七
三
五
年
〜
一

七
九
四
年
）
の
翻
訳
『
星
術
本
原
太
陽
窮

理
了
解
新
制 

天
地
二
球
用
法
記
』（
一
七

九
三
年
刊
）
な
ど
を
も
と
に
し
て
い
る
。

282

近
世
の
文
学
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古
文
編
の
特
色

漢
文
編
の
特
色

古
文
編
・
漢
文
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共
通
の
特
色
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博
雅
の
三
位
と
鬼
の
笛（
十
訓
抄
）

小
野
篁
、広
才
の
こ
と（
宇
治
拾
遺
物
語
）

大
江
山（
古
今
著
聞
集
）

学
び
を
広
げ
る　
和
歌
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

一 

説
話

古
事
記　
倭
建
の
東
征

学
び
を
広
げ
る　

 『
古
事
記
』の
登
場
人
物

八 

伝
承・伝
説

徒
然
草

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

兼
好
法
師

あ
だ
し
野
の
露
消
ゆ
る
時
な
く
／
悲
田
院
の
堯
蓮
上
人
は

世
に
従
は
ん
人
は
／
花
は
盛
り
に

﹇
参
考
﹈ 玉
勝
間　
兼
好
法
師
が
詞
の
あ
げ
つ
ら
ひ（
本
居
宣
長
）

方
丈
記

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

鴨
長
明

ゆ
く
河
の
流
れ
／
安
元
の
大
火

学
び
を
広
げ
る　
随
筆
と
記
録
―
―『
百
練
抄
』と
の
読
み
比
べ

日
野
山
の
閑
居

◆
古
典
の
扉  

隠
者
の
文
学

二　
随
筆（
一
）

竹
取
物
語　
か
ぐ
や
姫
の
昇
天

伊
勢
物
語

初
冠
／
筒
井
筒

学
び
を
広
げ
る　
古
典
作
品
の
翻
案
を
読
む

 

髙
樹
の
ぶ
子『
小
説
伊
勢
物
語　
業
平
』よ
り

月
や
あ
ら
ぬ
／
小
野
の
雪

﹇
参
考
﹈ つ
ひ
に
ゆ
く
道　

大
和
物
語　
姨
捨

三　
物
語（
一
）

枕
草
子

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

清
少
納
言

す
さ
ま
じ
き
も
の

学
び
を
広
げ
る　
古
語
と
現
代
語

中
納
言
参
り
給
ひ
て
／
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を

﹇
参
考
﹈ 香
炉
峰
下
、新
卜
山
居
…
…（
白
居
易
）

﹇
文
法
か
ら
解
釈
へ
①
﹈ 

歌
な
ど
に
さ
へ
歌
へ
ど　
―
―
助
詞「
さ
へ
」

四 　
随
筆（
二
）

源
氏
物
語

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

紫
式
部

光
源
氏
の
誕
生〔
桐
壺
〕／
藤
壺
の
入
内〔
桐
壺
〕／
北
山
の
垣
間
見〔
若
紫
〕

大
鏡雲

林
院
の
菩
提
講
／
花
山
天
皇
の
出
家

学
び
を
広
げ
る　
『
栄
花
物
語
』と
の
読
み
比
べ

弓
争
ひ
／
三
舟
の
才

◆
古
典
の
扉  「
声
」を
聞
く
―
―
物
語
の
歴
史

五　
物
語（
二
）

更
級
日
記

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

菅
原
孝
標
女

あ
こ
が
れ
／
源
氏
の
五
十
余
巻

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

建
礼
門
院
右
京
大
夫

な
べ
て
世
の
は
か
な
き
こ
と
を

学
び
を
広
げ
る　
古
典
作
品
に
み
る「
夢
」

六　
日
記

平
家
物
語

忠
度
の
都
落
ち
／
能
登
殿
の
最
期

学
び
を
広
げ
る　

 

古
典
作
品
の
継
承
と
改
変

◆
古
典
の
扉  

平
家
の
光
と
影
を
た
ど
る

﹇
文
法
か
ら
解
釈
へ
②
﹈　
落
人
帰
り
来
た
り　
―
―
待
遇
表
現
の
変
化

七　
軍
記

和
歌
十
六
首

﹇
参
考
﹈ 古
今
和
歌
集
仮
名
序　
や
ま
と
歌
は（
紀
貫
之
）

◆
古
典
の
扉  

和
歌
か
ら
連
歌
へ
、連
歌
か
ら
俳
諧
へ

水
無
瀬
三
吟
百
韻

俳
諧
二
十
句

学
び
を
広
げ
る　

 〈
座
の
文
学
〉を
楽
し
も
う

九 

和
歌・連
歌・俳
諧

第
一
部

古
典
を
読
む
と
い
う
こ
と

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

竹
西
寛
子 

アニメ化も話題となった『平
家物語』を例にとり、作品の
継承・改変について探究する
課題が設定されています。

本教材に関連する作品を、
「参考」として取り上げていま
す。カリキュラムに応じて柔
軟にご活用いただけます。

なぜ古典を読むのか
について考えるとこ
ろから導入します。

教
材
一
覧

背 11.75mm　05 精選古典探究（古）
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『精選文学国語』『新文学国
語』で取り上げている作品
もあり、連係した学習を行
うことも可能です。
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枕
草
子

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

清
少
納
言

木
の
花
は
／
宮
に
初
め
て
参
り
た
る
こ
ろ
／
二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に

大
納
言
殿
参
り
給
ひ
て

学
び
を
広
げ
る　
随
筆
を
書
く

瀬
戸
内
寂
聴　
春
を
告
げ
る
香
り

﹇
文
法
か
ら
解
釈
へ
③
﹈ い
か
に
思
ふ
ら
む
と
わ
び
し　
―
―
助
動
詞「
ら
む
」

一 

随
筆

大
鏡道

真
と
時
平

学
び
を
広
げ
る　
日
本
三
大
怨
霊

最
後
の
除
目
／
肝
試
し
／
道
長
と
詮
子

二 

物
語（
一
）

蜻
蛉
日
記

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 藤
原
道
綱
母

う
つ
ろ
ひ
た
る
菊

学
び
を
広
げ
る　
広
が
る
逸
話
―
―『
拾
遺
和
歌
集
』『
大
鏡
』

鷹
を
放
つ

和
泉
式
部
日
記

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

和
泉
式
部

夢
よ
り
も
は
か
な
き
世
の
中
を

紫
式
部
日
記

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

紫
式
部

秋
の
け
は
ひ

和
泉
式
部
と
清
少
納
言

◆
古
典
の
扉  

平
安
時
代
の
文
学
―
―
女
性
と
仮
名

﹇
文
法
か
ら
解
釈
へ
④
﹈ 見
て
け
り
と
だ
に
知
ら
れ
む　
―
―
助
詞「
だ
に
」

三 

日
記

俊
頼
髄
脳　
沓
冠
折
句
の
歌
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
源
俊
頼

無
名
抄　
深
草
の
里
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
鴨
長
明

毎
月
抄　
心
と
詞
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
藤
原
定
家

正
徹
物
語　
一
字
の
違
ひ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・正
徹

去
来
抄　
行
く
春
を
／
岩
鼻
や
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
向
井
去
来

学
び
を
広
げ
る　
想
像
の
世
界
を
詠
む

四　
評
論（
一
）

源
氏
物
語

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

紫
式
部

　
物
の
怪
の
出
現〔
葵
〕

学
び
を
広
げ
る　
能「
葵
上
」

　
心
づ
く
し
の
秋
風〔
須
磨
〕／
明
石
の
君
の
苦
悩〔
薄
雲
〕

　
女
三
の
宮
の
降
嫁〔
若
菜
上
〕／
萩
の
上
露〔
御
法
〕

　
浮
舟
と
匂
宮〔
浮
舟
〕

﹇
参
考
﹈ 

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛　
も
の
の
あ
は
れ（
本
居
宣
長
）

◆
古
典
の
扉  

広
が
る
源
氏
物
語
の
世
界

五　
物
語（
二
）

無
名
草
子　
文

風
姿
花
伝　
下
手
は
上
手
の
手
本
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
世
阿
弥

学
び
を
広
げ
る　
世
阿
弥
の
言
葉

難
波
土
産　

 

虚
実
皮
膜
の
間

玉
勝
間　
師
の
説
に
な
づ
ま
ざ
る
こ
と
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
本
居
宣
長

◆
古
典
の
扉  

国
学
の
隆
盛

六　
評
論（
二
）

西
鶴
諸
国
ば
な
し　
大
晦
日
は
合
は
ぬ
算
用
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

井
原
西
鶴

学
び
を
広
げ
る　
読
み
比
べ
―
―
太
宰
治「
貧
の
意
地
」

曾
根
崎
心
中　
道
行
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
近
松
門
左
衛
門

南
総
里
見
八
犬
伝　
芳
流
閣
の
決
闘
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
曲
亭
馬
琴

東
海
道
中
膝
栗
毛

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

十
返
舎
一
九

﹇
参
考
﹈ 

近
世
の
多
様
な
文
学

　
　
　
　

 

桃
太
郎
昔
語
／
刻
白
爾
天
文
図
解
／
塵
劫
記

◆
古
典
の
扉  

オ
ン
ラ
イ
ン「
図
夢
歌
舞
伎
」

近
松
浄
瑠
璃

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
湯
川
秀
樹

七　
近
世
の
文
学

第
二
部

愛
づ
―
―
虫
愛
づ
る
姫
君

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

中
村
桂
子

資
料
編

古
典
文
法
要
覧　
古
文
重
要
語
句　
古
典
文
学
史
年
表　
装
束　
住
宅
・
調
度　
陰
暦　
古
時
刻
／
古
方
位
ほ
か

官
職
／
位
階　
旧
国
名
・
都
道
府
県
名
対
照
図　
京
都
付
近
地
図
／
奈
良
付
近
地
図　
平
安
京
条
坊
図
／
内
裏
／
大
内
裏

第二部は、「評論」や『源氏物
語』など、入試を意識した読
み応えのある教材を多数掲載
しています。

「文法から解釈へ」は、教材の
中から具体的な表現を取り上
げて、古典文法の知識が読解
にどのように生きるのかを考
えるコラムです。

古典の中に見られる事象と自然科学とを結ぶ、
文理融合の学びにもつながる文章です。

教
材
一
覧
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論
語　
子
曰
富
与
貴
…
／
子
曰
道
之
以
政
…
／
子
貢
問
政
…

孟
子　
無
恒
産
而
有
恒
心
者
／
不
忍
人
之
心

荀
子　
人
之
性
悪

老
子　
大
道
廃
有
仁
義
／
無
用
之
用

荘
子　
曳
尾
於
塗
中
／
渾
沌

学
び
を
広
げ
る　
儒
家
と
道
家

五 

思
想

｜

儒
家・道
家
の
思
想

漁
父
辞

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

屈
原

学
び
を
広
げ
る　
対
立
す
る
人
生
観

◆
古
典
の
扉  

漁
師
と
隠
者

春
夜
宴
桃
李
園
序

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

李
白

﹇
参
考
﹈ 日
本
永
代
蔵（
井
原
西
鶴
）／
奥
の
細
道（
松
尾
芭
蕉
）

四 

文
章

史
記

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

司
馬
遷

鴻
門
之
会

学
び
を
広
げ
る　
せ
り
ふ
の
朗
読

四
面
楚
歌

項
王
最
期

学
び
を
広
げ
る　
項
王
の
生
き
ざ
ま

題
烏
江
亭（
杜
牧
）／
烏
江
亭（
王
安
石
）／
烏
江（
李
清
照
）

﹇
漢
文
を
読
む
た
め
に
②
﹈ 歴
史
は
い
か
に
記
述
さ
れ
た
の
か

三 

史
伝

鹿
柴

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

王
維

宿
建
徳
江

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

孟
浩
然

涼
州
詞

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

王
之
渙

春
夜

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

蘇
軾

送
友
人

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

李
白

送
僧
帰
日
本

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

銭
起

﹇
参
考
﹈ 在
唐
憶
本
郷（
弁
正
）

登
高

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

杜
甫

遊
山
西
村

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

陸
游

学
び
を
広
げ
る　
訳
詩
の
試
み

﹇
漢
文
を
読
む
た
め
に
①
﹈ 近
体
詩
の
成
立

二 

漢
詩

｜

近
体
詩

画
竜
点
睛

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

歴
代
名
画
記

病
入
膏
肓

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

春
秋
左
氏
伝

杞
憂

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

列
子

塞
翁
馬

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

淮
南
子

呉
越
同
舟

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

孫
子

学
び
を
広
げ
る　
故
事
を
た
ず
ね
る

　
　
　
　
　
　
故
事
成
語
の
お
も
し
ろ
さ（
合
山
究
）

一 

故
事
成
語

自
詠

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
菅
原
道
真

山
茶
花

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
義
堂
周
信

夜
下
墨
水

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
服
部
南
郭

悼
亡

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
大
沼
枕
山

無
題

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
夏
目
漱
石

送
夏
目
漱
石
之
伊
予

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
正
岡
子
規

航
西
日
記

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
森
鷗
外

池
亭
記

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
慶
滋
保
胤

取
塩
於
我
国

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
頼
山
陽

﹇
参
考
﹈ 題
不
識
庵
撃
機
山
図（
頼
山
陽
）

桜
巒
春
容

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
林
鶴
梁

学
び
を
広
げ
る　
身
近
に
あ
る
漢
詩
文

七　
日
本
の
漢
詩
文

桃
花
源
記

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

陶
潜

﹇
参
考
﹈ 小
国
寡
民（『
老
子
』）

売
鬼

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

干
宝

学
び
を
広
げ
る　
さ
ま
ざ
ま
な「
鬼
」

六 

小
説

第
一
部

『
論
語
』―
―
私
の
古
典

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

高
橋
和
巳

漢詩、記録から江戸時代の名所案
内まで、日本の漢詩文を幅広く、
豊富に取り上げています。
身近な漢詩文を探究することで、
現代とのつながりを学ぶ課題も用
意されています。

『史記』の文章を台本に見立て、せ
りふとして朗読してみることで、
登場人物の心情をより深く学ぶ課
題が設定されています。

教
材
一
覧

古探705

この教科書は，ユニバーサルデザインに配慮して編集しています。
また，環境にやさしい用紙と植物油インキを使用しています。
・教科書内の二次元コードから参考資料を閲覧できます。
  https://tbqr.sanseido-publ.co.jp/05-seisenkoten/contents/
  からも閲覧できます。
・環境等によっては，通信料が発生する場合があります。
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古
典
探
究

第
二
部

『
荘
子
』と
素
粒
子

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

湯
川
秀
樹

大学入学共通テストでも出題された
漢詩について、第一部で近体詩、第
二部で古体詩を取り上げており、
じっくりと学ぶことができます。

古文編の第二部冒頭と同
様、文理融合の学びにも
つながる、理系の文章を
掲載しています。

資
料
編

漢
文
基
本
句
法　
訓
読
で
注
意
す
る
語　
漢
文
参
考
略
年
表　
中
国
参
考
地
図　
春
秋
・
戦
国
時
代
要
図

五
行
・
十
干
／
十
二
支
・
干
支
／
度
量
衡
表　
太
陰
太
陽
暦
／
二
十
四
節
気
／
節
日　

教
材
一
覧

古探705

この教科書は，ユニバーサルデザインに配慮して編集しています。
また，環境にやさしい用紙と植物油インキを使用しています。
・教科書内の二次元コードから参考資料を閲覧できます。
  https://tbqr.sanseido-publ.co.jp/05-seisenkoten/contents/
  からも閲覧できます。
・環境等によっては，通信料が発生する場合があります。
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不
死
之
薬

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

韓
非
子

三
横

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

世
説
新
語

不
顧
後
患

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

説
苑

学
び
を
広
げ
る　
諫
言
の
方
法

一 

小
話

 一

史
記

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

司
馬
遷

廉
頗
と
藺
相
如

完
璧
帰
趙

刎
頸
之
交

荊
軻風

蕭
蕭
兮
易
水
寒

図
窮
而
匕
首
見

学
び
を
広
げ
る　
「
列
伝
」に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
人
々

二 

史
伝

二

桃
夭

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

詩
経

生
年
不
満
百

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

文
選

秋
風
辞

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
漢
武
帝

飲
酒

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・陶
潜

兵
車
行

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・杜
甫

長
恨
歌

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
白
居
易

﹇
参
考
﹈ 

桐
壺（『
源
氏
物
語
』）

学
び
を
広
げ
る　
朗
読
会
を
開
く

三 

漢
詩

｜

古
体
詩

三

人
面
桃
花

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

孟
棨

酒
虫

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

蒲
松
齢

葉
限

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

段
成
式

学
び
を
広
げ
る　
小
説
の
翻
案

﹇
漢
文
を
読
む
た
め
に
③
﹈ 

中
国
に
お
け
る「
小
説
」

四 

小
説

四

桃
園
結
義

三
往
乃
見

張
翼
徳
大
閙
長
坂
橋

学
び
を
広
げ
る　
読
み
比
べ『
三
国
志
』と『
三
国
志
演
義
』

進
遇
於
赤
壁

股
肱
之
力

学
び
を
広
げ
る　
「
三
国
志
」の
世
界

◆
古
典
の
扉  

神
様
に
な
っ
た
関
羽

五 
｢

三
国
志｣

の
世
界

五

孟
子　
何
必
曰
利
／
性
猶
湍
水
也

荀
子　
青
取
之
於
藍
而
青
於
藍

老
子　
天
下
莫
柔
弱
於
水

荘
子　
夢
為
胡
蝶

列
子　
愚
公
移
山

韓
非
子　
聖
人
不
期
修
古

墨
子　
非
攻

学
び
を
広
げ
る　
寓
話
の
意
図

◆
古
典
の
扉  

諸
子
の
思
想
と
寓
話

六 

思
想

｜

思
想
と
寓
話

六

師
説

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

韓
愈

捕
蛇
者
説

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

柳
宗
元

赤
壁
賦

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

蘇
軾

学
び
を
広
げ
る　
唐
宋
八
大
家

七　
文
章

七



古
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探
究

単
元
構
成
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510

15

た
こ
と
を
指
す
。

7
古
の
人
の
由
あ
る
に
て

　古
風
で
、
教
養
の
あ

る
人
で
。

8
後
見

　後
見
人
。
経
済
的
、
政
治
的
な
後
ろ
盾
。

通
常
は
父
や
兄
弟
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

9
前
の
世

　前
世
。
前
世
の
因い

ん

縁ね
ん

で
現
世
（
今
生

き
て
い
る
世
）
の
運
命
が
決
ま
る
と
い
う
仏
教

上
の
考
え
方
が
あ
っ
た
。

10
い
つ
し
か
と

　早
く
会
っ
て
み
た
い
と
。

11
一
の
皇
子

　第
一
皇
子
。
後
の
朱す

雀ざ
く

帝
。

12
右
大
臣
の
女
御

　右
大
臣
の
娘
で
女
御
と
な
っ

た
人
。
こ
こ
で
は
、
弘こ

徽き

殿で
ん
の

女
御
の
こ
と
。

13
寄
せ
重
く

　後
ろ
盾
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
。

14
ま
う
け
の
君

　皇
太
子
。

問
❸
「
こ
の
君
」
と
は
、
誰
の
こ
と
か
。

15
私
物

　秘
蔵
の
子
。

16
上
宮
仕
へ

　帝み
か
ど

の
近
く
で
日
常
の
世
話
を
す
る

こ
と
。

＊
語
句

や
む
ご
と
な
し

　際

　時
め
く

　め
ざ
ま
し

　

え
…
…
（
打
消
）
　あ
い
な
し

　覚
え

　悪
し

　

あ
ぢ
き
な
し

　は
し
た
な
し

　か
た
じ
け
な
し

　

は
か
ば
か
し

　清
ら
な
り

　

（
も
て
）
か
し
づ
く

　聞
こ
ゆ

下
に
も
、
あ
ぢ
き
な
う
人
の
も
て
悩
み
ぐ
さ
に
な
り
て
、
楊や
う

貴き

妃ひ

の
例
も
引
き
出い

で
つ
べ

く
な
り
ゆ
く
に
、
い
と
は
し
た
な
き
こ
と
多
か
れ
ど
、
か
た
じ
け
な
き
御み

心こ
こ
ろば
へ
の
た
ぐ

ひ
な
き
を
頼
み
に
て
、
交
じ
ら
ひ
給
ふ
。

　父
の
大
納
言
は
亡
く
な
り
て
、
母
北
の
方
な
む
古い
に
し
への
人
の
由よ
し

あ
る
に
て
、
親
う
ち
具
し
、

さ
し
あ
た
り
て
世
の
覚
え
華
や
か
な
る
御
方
々
に
も
い
た
う
劣
ら
ず
、
何
ご
と
の
儀
式
を

も
も
て
な
し
給
ひ
け
れ
ど
、
取
り
立
て
て
は
か
ば
か
し
き
後う
し
ろ

見み

し
な
け
れ
ば
、
事
あ
る
時

は
、
な
ほ
拠よ

り
所ど
こ
ろな

く
心
細
げ
な
り
。

　前さ
き

の
世
に
も
御
契
り
や
深
か
り
け
む
、
世
に
な
く
清
ら
な
る
玉
の
男を
の
こ御み

子こ

さ
へ
生
ま
れ

給
ひ
ぬ
。
い
つ
し
か
と
心
も
と
な
が
ら
せ
給
ひ
て
、
急
ぎ
参
ら
せ
て
御
覧
ず
る
に
、
め
づ

ら
か
な
る
児ち
ご

の
御
容か
た
ち貌
な
り
。
一
の
皇み

子こ

は
、
右
大
臣
の
女
御
の
御
腹
に
て
、
寄
せ
重
く
、

疑
ひ
な
き
ま
う
け
の
君
と
、
世
に
も
て
か
し
づ
き

聞
こ
ゆ
れ
ど
、
こ
の
御
に
ほ
ひ
に
は
並
び
給
ふ
べ

く
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
お
ほ
か
た
の
や
む
ご
と

な
き
御
思
ひ
に
て
、
こ
の
君
を
ば
、
私
わ
た
く
し

物も
の

に
思

ほ
し
か
し
づ
き
給
ふ
こ
と
限
り
な
し
。

　

　は
じ
め
よ
り
お
し
な
べ
て
の
上う
へ

宮み
や

仕づ
か

へ
し
給
ふ

＊

6

＊

＊

7

＊

8

9

＊

10

11

12

13

14

＊

＊

❸

15

16

▲
は
故
人

右
大
臣

弘
徽
殿
女
御

一
の
皇
子

　（朱
雀
帝
）

桐き
り

壺つ
ぼ

帝

北
の
方

桐
壺
更
衣

大
納
言

▲

光
源
氏

「桐壺」人物関係図
73

源
氏
物
語

P072-075_SKO044_源氏物語_光源氏_05精古_古文_申.indd   73 2021/04/12   14:57

5

紫む
ら
さ
き

式し
き

部ぶ

源げ
ん

氏じ

物
語

光ひ
か
る

源げ
ん

氏じ

の
誕
生

　い
づ
れ
の
御
お
ほ
ん

時と
き

に
か
、
女に
よ
う

御ご

、
更か
う

衣い

あ
ま
た
候さ
ぶ
らひ

給た
ま

ひ
け
る
中
に
、
い
と
や
む
ご
と
な

き
際き
は

に
は
あ
ら
ぬ
が
、
す
ぐ
れ
て
時
め
き
給
ふ
あ
り
け
り
。
は
じ
め
よ
り
我
は
と
思
ひ
あ

が
り
給
へ
る
御
方
々
、
め
ざ
ま
し
き
も
の
に
お
と
し
め
そ
ね
み
給
ふ
。
同
じ
ほ
ど
、
そ
れ

よ
り
下げ

﨟ら
ふ

の
更
衣
た
ち
は
、
ま
し
て
安
か
ら
ず
。
朝
夕
の
宮
仕
へ
に
つ
け
て
も
、
人
の
心

を
の
み
動
か
し
、
恨
み
を
負
ふ
積
も
り
に
や
あ
り
け
む
、
い
と
あ
つ
し
く
な
り
ゆ
き
、
も

の
心
細
げ
に
里
が
ち
な
る
を
、
い
よ
い
よ
飽
か
ず
あ
は
れ
な
る
も
の
に
思
ほ
し
て
、
人
の

そ
し
り
を
も
え
憚は
ば
から

せ
給
は
ず
、
世
の
例た
め
しに

も
な
り
ぬ
べ
き
御
も
て
な
し
な
り
。
上か
ん

達だ
ち

部め

、 

上う
へ

人び
と

な
ど
も
あ
い
な
く
目
を
そ
ば
め
つ
つ
、
い
と
ま
ば
ゆ
き
人
の
御
覚
え
な
り
。
唐も
ろ

土こ
し

に

も
、
か
か
る
こ
と
の
起
こ
り
に
こ
そ
、
世
も
乱
れ
悪あ

し
か
り
け
れ
と
、
や
う
や
う
、
天あ
め

の

1

2

＊

＊

❶

＊

＊

3

＊

4

5

＊

＊

❷

＊

1
い
づ
れ
の
御
時
に
か

　ど
の
天
皇
の
ご
治
世
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

2
女
御
、
更
衣

　ど
ち
ら
も
天
皇
の
夫
人
。「
女

御
」
は
皇
后
・
中
宮
に
次
ぎ
、「
更
衣
」
は
女

御
に
次
ぐ
地
位
。

問
❶
「
あ
ら
ぬ
」
の
下
に
省
略
さ
れ
て
い
る
語
は

何
か
。

3
恨
み
を
負
ふ
積
も
り

　恨
み
を
受
け
る
こ
と
が

積
も
り
積
も
っ
た
結
果
。

4
上
達
部

　（↓
63
ペ
ー
ジ
注
20
）

5
上
人

　殿て
ん

上じ
ょ
う

人び
と

。
清せ

い

涼り
ょ
う

殿で
ん

の
殿
上
の
間
に
昇
る

こ
と
を
許
さ
れ
た
人
。
四
位
、
五
位
で
特
に
許

さ
れ
た
人
と
、
六
位
の
蔵く

ろ
う
ど人

。

問
❷
「
か
か
る
こ
と
の
起
こ
り
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
指
す
か
。

6
楊
貴
妃
の
例

　唐
の
玄げ

ん

宗そ
う

皇
帝
（
六
八
五
〜
七

六
二
）
が
楊
貴
妃
を
寵

ち
ょ
う

愛あ
い

す
る
あ
ま
り
国
政
を

顧
み
な
く
な
っ
た
結
果
、
安あ

ん

禄ろ
く

山ざ
ん

の
乱
を
招
い

奈良

平安

鎌倉

室町

江戸

1000

1500

1700

平
安
時
代
中
期
成
立
の
物
語

72

物
語
（
二
）

P072-075_SKO044_源氏物語_光源氏_05精古_古文_申.indd   72 2021/04/20   9:52

物
語(
二)

五五

源氏香の図（→247 ページ）

源
氏
物
語
（
紫
式
部
）

　光
源
氏
の
誕
生
〔
桐
壺
〕

　藤
壺
の
入
内
〔
桐
壺
〕

　北
山
の
垣
間
見
〔
若
紫
〕

大
鏡　雲

林
院
の
菩
提
講

　花
山
天
皇
の
出
家

　学
び
を
広
げ
る

　『栄
花
物
語
』
と
の
読
み
比
べ

　弓
争
ひ

　三
舟
の
才

　
　
　
　
　
　

  

「
声
」
を
聞
く

―
物
語
の
歴
史

古
典
の
扉

・
物
語
の
設
定
や
、
構
成
、
展
開
を
理
解
す
る

・
登
場
人
物
の
心
情
を
読
み
取
る

・ 

同
じ
題
材
を
扱
っ
た
物
語
を
読
み
比
べ
、
物
語
の
多
様
性
に

つ
い
て
考
え
る
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一

　帝
の
桐
壺
更
衣
へ
の
寵
愛
は
、
次
の
人
々
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ら
れ
て
い
っ
た
か
、
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
　①
女
御
た
ち
（「
御
方
々
」）

　
　②
更
衣
た
ち

　
　③
上
達
部
・
上
人
た
ち

　
　④
世
間
の
人
々
（「
天
の
下
」）

二

　帝
は
「
玉
の
男
御
子
」
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
か
、「
一
の
皇

子
」
へ
の
思
い
と
比
較
し
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

一

　次
の
傍
線
部
の
助
詞
を
文
法
的
に
説
明
し
て
み
よ
う
。

　
　① 

い
と
や
む
ご
と
な
き
際
に
は
あ
ら
ぬ
が
、
す
ぐ
れ
て
時
め
き
給
ふ

あ
り
け
り
。（
72
・1
）

　
　②
は
か
ば
か
し
き
後
見
し
な
け
れ
ば
、（
73
・6
）

　
　③
玉
の
男
御
子
さ
へ
生
ま
れ
給
ひ
ぬ
。（
73
・8
）

二

　次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
を
文
法
的
に
説
明
し
て
み
よ
う
。

　
　①
わ
り
な
く
ま
つ
は
さ
せ
給
ふ
あ
ま
り
に
、（
74
・1
）

　
　②
ま
づ
参
上
ら
せ
給
ふ
、（
74
・3
）

課
題

語
句
と
表
現

『源氏物語図屏
びょう

風
ぶ

』（江戸時代前期）
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源
氏
物
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1
こ
の
御
心

　花
山
天
皇
の
︑
出
家
を
願
う
お
心
︒

2
太
政
大
臣

　藤ふ
じ

原わ
ら
の

頼よ
り

忠た
だ

︵
九
二
四
～
九
八
九
︶︒

3
御
叔
父
の
中
納
言

　藤
原
義よ

し

懐ち
か

︵
九
五
七
～
一

〇
〇
八
︶︒

4
説
経

　経
文
を
講
じ
説
く
こ
と
︒

5
花
山

　花
山
寺
︒︵
↓
87
ペ
ー
ジ
注
4
︶

6
厳
久
阿
闍
梨

　「阿
闍
梨
」
は
高
僧
の
尊
称
︒

7
妻
子
珍
宝
及
王
位

　﹃大だ
い

方ほ
う

等ど
う

大だ
い

集じ
っ

経き
ょ
う﹄

の
一

節
︒「
妻
子
珍
宝
及ビ

王
位
︑
臨ン

デ

 

命
終ノ

時ニ 

無シ 

随し
た
が  

者
︒」
と
あ
る
︒
妻
子
や
財
宝
︑
王
位
な
ど
は

こ
の
世
を
去
る
と
き
に
従
っ
て
来
な
い
と
い
う

意
味
︒

8
惟
成
の
弁

　藤
原
惟
成
︵
九
五
三
～
九
八
九
︶︒

「
弁
」
は
太だ

い

政じ
ょ
う

官か
ん

の
役
人
︒

9
冷
泉
院
の
御
物
の
怪

　花
山
天
皇
の
父
で
あ
る

冷
泉
院
︵
九
五
〇
～
一
〇
一
一
︶
に
と
り
つ
い

て
い
た
物
の
怪
︒

10
衛
士

　諸
国
か
ら
選
抜
し
た
宮
中
警
護
の
兵
士
︒

11
仕
丁

　主と
の
も殿

寮づ
か
さに

属
し
雑
役
に
あ
た
る
者
︒

12
諸
卿

　「卿
」
は
大
納
言
︑
中
納
言
︑
参
議
︑

三
位
以
上
の
官
人
︒

13
壺
々

　殿
舎
と
殿
舎
の
間
の
小
庭
︒

14
関
々

　鈴す
ず

鹿か

︑
不ふ

破わ

︑
逢お

う

坂さ
か

の
各
関
所
︒

二

一

二

フ

一

　こ
の
御み

心こ
こ
ろの

あ
や
し
う
尊
き
折
多
く
︑
心
の
ど
か
な
ら
ぬ
御
気け

色し
き

を
太お

ほ
き政

大お
と
ど臣

思お
ぼ

し

嘆
き
︑
御お
ほ
ん

叔を

父ぢ

の
中
納
言
も
人
知
れ
ず
た
だ
胸
つ
ぶ
れ
て
の
み
思
さ
る
べ
し
︒

　説
経
を
常
に
花は
な

山や
ま

の
厳げ

む

久ぎ
う

阿あ

闍ざ

梨り

を
召
し
つ
つ
さ
せ
給た

ま

ふ
︒
御
心
の
う
ち
の
道
心
限

り
な
く
お
は
し
ま
す
︒「
妻さ
い

子し

珍ち
ん

宝ほ
う

及き
う

王わ
う

位ゐ

︒」
と
い
ふ
こ
と
を
︑
御
口
の
端
か
け
さ
せ

給
へ
る
も
︑
惟こ
れ

成し
げ

の
弁
︑
い
み
じ
う
ら
う
た
き
も
の
に
つ
か
は
せ
給
ふ
も
︑
中
納
言
も

ろ
と
も
に
︑「
こ
の
御
道
心
こ
そ
う
し
ろ
め
た
け
れ
︒
出
家
入
道
も
み
な
例
の
こ
と
な

れ
ど
︑
こ
れ
は
い
か
に
ぞ
や
あ
る
︑
御
心
ざ
ま
の
折
々
出い

で
来
る
は
︑
こ
と
ご
と
な
ら

じ
︒
た
だ
冷れ
い

泉ぜ
い

院ゐ
ん

の
御
物も

の

の
怪け

の
せ
さ
せ
給
ふ
な
る
べ
し
︒」
な
ど
嘆
き
申
し
わ
た
る

ほ
ど
に
︑
な
ほ
あ
や
し
う
例
な
ら
ず
︑
も
の
の
す
ず
ろ
は
し
げ
に
の
み
お
は
し
ま
せ
ば
︑

中
納
言
な
ど
も
御
宿と
の
ゐ直

が
ち
に
仕
う
ま
つ
り
給
ふ
ほ
ど
に
︑
寛

く
わ
ん

和な

二
年
六
月
二
十
二
日

の
夜よ

︑
に
は
か
に
失う

せ
さ
せ
給
ひ
ぬ
と
の
の
し
る
︒

　内う

裏ち

の
そ
こ
ら
の
殿
上
人
︑
上か

ん
だ
ち
め

達
部
︑
あ
や
し
の
衛ゑ

士じ

︑
仕じ

丁ち
や
うに

至
る
ま
で
︑
残
る

と
こ
ろ
な
く
火
を
灯
し
て
︑
至
ら
ぬ
隈く
ま

な
く
求
め
奉
る
に
︑
ゆ
め
に
お
は
し
ま
さ
ず
︒

太
政
大
臣
よ
り
は
じ
め
︑
諸し
よ

卿き
や
う︑

殿
上
人
残
ら
ず
参
り
集
ま
り
て
︑
壺つ

ぼ

々つ
ぼ

を
さ
へ
見
奉

る
に
︑
い
づ
こ
に
か
は
お
は
し
ま
さ
む
︒
あ
さ
ま
し
う
い
み
じ
う
て
︑
一い
ち

天て
ん

下か

こ
ぞ
り

て
︑
夜
の
う
ち
に
関せ
き

々せ
き

固
め
の
の
し
る
︒

1

2

3

4

5

6
7

8

9

10

11

12

13

14

91

大
鏡
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一

　「す
か
し
申
し
給
ひ
け
む
」︵
89
・9
︶
と
あ
る
が
︑
道
兼
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ

た
か
︑
話
し
合
っ
て
み
よ
う
︒

二

　兼
家
が
道
兼
の
た
め
に
と
っ
た
行
動
を
ま
と
め
︑
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
し
た
か
︑
話
し
合
っ

て
み
よ
う
︒

三

　花
山
天
皇
と
道
兼
の
会
話
に
注
意
し
て
︑
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
か
︑
ま
と
め
て
み
よ
う
︒

一

　次
の
表
現
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
︑
傍
線
部
に
注
意
し
て
説
明
し
て
み
よ
う
︒

　
　①
神
璽
・
宝
剣
渡
り
給
ひ
ぬ
る
に
は
︒︵
87
・9
︶

　
　②
春
宮
の
御
方
に
渡
し
奉
り
給
ひ
て
け
れ
ば
︑︵
87
・11
︶

二

　次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
は
︑
帝
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
か
︑
そ
の
効
果

を
説
明
し
て
み
よ
う
︒

　
　①
顕
証
に
こ
そ
あ
り
け
れ
︒︵
87
・7
︶

　
　②
わ
が
出
家
は
成
就
す
る
な
り
け
り
︒︵
88
・1
︶

課
題

語
句
と
表
現

　次
の
文
章
は
︑﹃
大
鏡
﹄
の
「
花
山
天
皇
の
出
家
」
と
同
じ
場
面
を
描
い
た
﹃
栄
花
物
語
﹄
の
一
部
で
あ
る
︒
よ
く
読
ん
で
︑
後
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
︒

学
び
を
広
げ
る

『
栄え

い

花が

物
語
』
と
の
読
み
比
べ

90

物
語
（
二
）
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学びを広げる

51015

5
貞
信
公

　藤
原
忠た

だ

平ひ
ら

（
八
八
〇
〜
九
四
九
）。

「
貞
信
公
」
は
そ
の
諡

お
く
り
な（
死
後
に
つ
け
る
称
号
）。

6
蔵
人
少
将

　近こ
の
え
の衛

少
将
（
近
衛
府
の
次
官
）
で
、

五
位
の
蔵
人
を
兼
ね
た
人
。
忠
平
が
蔵
人
少
将

だ
っ
た
の
は
八
九
五
（
寛か

ん

平ぴ
ょ
う

七
）
年
頃
。

7
小
舎
人
童

　近
衛
中
将
・
少
将
な
ど
が
召
し
使

う
少
年
。

8
母
后
の
宮

　皇
太
后
を
指
す
。
宇う

多だ

天
皇
の
母
、

班は
ん

子し

女
王
（
八
三
三
〜
九
〇
〇
）
の
こ
と
か
。

9
き
む
ぢ

　お
ま
え
。
対
等
、
ま
た
は
目
下
の
者

を
親
し
ん
で
言
う
。

問
❷
「
い
と
あ
さ
ま
し
う
な
り
ぬ
」
と
は
誰
の
思

い
か
。

＊
語
句

詣
づ

　こ
よ
な
し

　う
た
て
げ
な
り

　

心
や
す
し

　ま
か
る

　思
し

　お
ぼ
ゆ

　

さ
ら
に
…
…（
打
消
）

　ぬ
し

　い
ま
す

　

つ
か
ま
つ
る

　仰
す

　や
が
て

　あ
さ
ま
し

る
。」
と
言
へ
ば
、
い
ま
一
人
の
翁
、「
い
く
つ
と
い

ふ
こ
と
、
さ
ら
に
お
ぼ
え
侍
ら
ず
。
た
だ
し
、
己
は
、

故
太だ
い

政
じ
や
う
の

大お
と
ど臣
貞て

い

信し
ん

公
、
蔵く

ら
う
ど
の人
少
将
と
申
し
し
折
の 

小こ

舎ど
ね
り人

童わ
ら
は、

大お
ほ

犬い
ぬ

丸ま
ろ

ぞ
か
し
。
ぬ
し
は
、
そ
の
御
時

の
母は
は

后き
さ
きの

宮
の
御
方
の
召
し
使
ひ
、
高
名
の
大お

ほ

宅や
け
の

世よ

継つ
ぎ

と
ぞ
言
ひ
侍
り
し
か
し
な
。
さ
れ
ば
、
ぬ
し
の
御み

年と
し

は
、
己
に
は
こ
よ
な
く
ま
さ
り
給
へ
ら
む
か
し
。

自
ら
が
小こ

童わ
ら
はに

て
あ
り
し
時
、
ぬ
し
は
二
十
五
、
六

ば
か
り
の
男を
の
こ

に
て
こ
そ
は
い
ま
せ
し
か
。」
と
言
ふ

め
れ
ば
、
世
継
、「
し
か
し
か
、
さ
侍
り
し
こ
と
な

り
。
さ
て
も
ぬ
し
の
御み

名な

は
い
か
に
ぞ
や
。」
と
言

ふ
め
れ
ば
、「
太
政
大
臣
殿
に
て
元
服
つ
か
ま
つ
り

し
時
、『
き
む
ぢ
が
姓さ
う

は
何
ぞ
。』
と
仰お

ほ

せ
ら
れ
し
か

ば
、『
夏
山
と
な
む
申
す
。』
と
申
し
し
を
、
や
が
て
、

繁し
げ

樹き

と
な
む
つ
け
さ
せ
給
へ
り
し
。」
な
ど
言
ふ
に
、

い
と
あ
さ
ま
し
う
な
り
ぬ
。

＊

5

6

7

＊

8

＊

＊

9

＊

＊

❷

＊

雲林院の菩提講（『大鏡絵
え

詞
ことば

』　江戸時代前期）

85

大
鏡
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5

1
雲
林
院

　現
在
の
京
都
市
北
区
紫

む
ら
さ
き

野の

に
あ
っ

た
寺
。

2
菩
提
講

　極
楽
往
生
を
願
う
人
々
の
た
め
に
、

「
法ほ

華け

経き
ょ
う」

を
講
ず
る
法ほ

う

会え

。
こ
の
法
会
は
一
〇

二
五
（
万ま

ん

寿じ
ゅ

二
）
年
五
月
の
も
の
か
。

3
入
道
殿
下

　藤ふ
じ

原わ
ら
の

道み
ち

長な
が

（
九
六
六
〜
一
〇
二

七
）。
出
家
し
た
た
め
、「
入
道
」
と
呼
び
、
摂

政
で
あ
っ
た
の
で
「
殿
下
」
と
い
う
。

4
黄
泉
路

　死
後
の
世
界
へ
の
道
。

問
❶
「
思
し
き
こ
と
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
指
す
か
。

大
鏡

奈良

平安

鎌倉

室町

江戸

1000

1500

1700

平
安
時
代
後
期
成
立
の
歴
史
物
語

雲う

林り
ん

院ゐ
ん

の
菩ぼ

提だ
い

講か
う

　先さ
い

つ
こ
ろ
、
雲
林
院
の
菩
提
講
に
詣
で
て
侍は

べ

り
し
か
ば
、
例れ

い

人ひ
と

よ
り
は
こ
よ
な
う
年
老

い
、
う
た
て
げ
な
る
翁
お
き
な

二
人
、
嫗お

う
なと

行
き
合
ひ
て
、
同
じ
所
に
ゐ
ぬ
め
り
。
あ
は
れ
に
、

同
じ
や
う
な
る
も
の
の
さ
ま
か
な
と
見
侍
り
し
に
、
こ
れ
ら
う
ち
笑
ひ
、
見
か
は
し
て
言

ふ
や
う
、「
年
ご
ろ
、
昔
の
人
に
対た
い

面め

し
て
、
い
か
で
世
の
中
の
見
聞
く
こ
と
を
も
聞
こ

え
合
は
せ
む
、
こ
の
た
だ
今
の
入
道
殿て
ん

下が

の
御
あ
り
さ
ま
を
も
申
し
合
は
せ
ば
や
と
思
ふ

に
、
あ
は
れ
に
う
れ
し
く
も
会
ひ
申
し
た
る
か
な
。
今
ぞ
心
や
す
く
黄よ

泉み

路ぢ

も
ま
か
る
べ

き
。
思お
ぼ

し
き
こ
と
言
は
ぬ
は
、
げ
に
ぞ
腹
ふ
く
る
る
心
地
し
け
る
。
か
か
れ
ば
こ
そ
、
昔

の
人
は
も
の
言
は
ま
ほ
し
く
な
れ
ば
、
穴
を
掘
り
て
は
言
ひ
入
れ
侍
り
け
め
と
お
ぼ
え
侍

り
。
か
へ
す
が
へ
す
う
れ
し
く
対
面
し
た
る
か
な
。
さ
て
も
い
く
つ
に
か
な
り
給た
ま

ひ
ぬ

1

2

＊

＊

＊

3

＊

4

＊

❶
＊

＊

84

物
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）

P084-086_SKO047_大鏡_雲林院_05精古_古文_申.indd   84 2021/04/08   19:47

510

　「物
語
」
に
は
「
声
」
が
あ
る
。

　仮
名
散
文
に
よ
っ
て
書
き
つ
づ
ら
れ
た
物
語
は
、
語
り
手
に
よ
っ
て
聞
き

手
に
語
り
聞
か
せ
る
趣
で
書
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
今
は
昔
、
竹た

け

取と
り

の
翁
お
き
な

と
い
ふ
者
あ
り
け
り
。
…
…
あ
や
し
が
り
て
、

寄
り
て
見
る
に
、
筒
の
中
光
り
た
り
。
…
…
手
に
う
ち
入
れ
て
、
家
へ

持
ち
て
来
ぬ
。
妻め

の
嫗
お
う
な
に
預
け
て
養
は
す
。（『
竹
取
物
語
』）

　『竹
取
物
語
』
は
、
竹
の
中
の
「
三
寸
ば
か
り
な
る
人
」
を
発
見
す
る
不

思
議
な
場
面
か
ら
始
ま
る
。
耳
を
す
ま
す
と
、
文
末
表
現
は
「
け
り
」
か
ら

し
だ
い
に
現
在
形
に
変
わ
っ
て
い
き
、「
聞
き
手
」
は
知
ら
な
い
う
ち
に
物

語
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
、
目
の
前
に
で
き
ご
と
を
見
て
感
じ
る
こ
と
に
な

る
。
さ
ら
に
耳
を
傾
け
る
と
、
物
語
に
は
た
め
息
、
昂こ

う

揚よ
う

、
時
に
は
批
評
な

ど
、
語
る
で
き
ご
と
に
対
す
る
架
空
の
語
り
手
の
言
葉
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　
上か

ん

達だ
ち

部め

、
上う
へ

人び
と

な
ど
も
あ
い
な
く
目
を
そ
ば
め
つ
つ
、
い
と
ま
ば
ゆ

き
人
の
御
覚
え
な
り
。（『
源げ

ん

氏じ

物
語
』
光
源
氏
の
誕
生
）

　語
り
手
は
、
帝み

か
どの

桐き
り

壺つ
ぼ
の

更こ
う

衣い

へ
の
寵
ち
ょ
う

愛あ
い

に
目
を
背
け
る
上
達
部
、
殿て
ん

上じ
ょ
う

人び
と

の
態
度
を
「
あ
い
な
し
（
筋
違
い
に
も
）」
と
批
判
す
る
。
読
者
は
そ
ん
な

「
声
」
に
導
か
れ
、
自
ら
で
き
ご
と
を
批
評
し
始
め
る
。

　『竹
取
物
語
』
の
作
り
物
語
の
虚
構
性
と
十
世
紀
に
登
場
し
た
『
伊い

勢せ

物

語
』
な
ど
の
歌
物
語
の
抒じ

ょ

情じ
ょ
う

性
、『
蜻か
げ

蛉ろ
う

日
記
』
に
始
ま
る
女
流
日
記
文
学

の
内
面
性
が
結
実
し
た
作
品
が
十
一
世
紀
初
め
成
立
の
『
源
氏
物
語
』
だ
。

こ
の
物
語
で
は
し
ば
し
ば
語
り
手
の
「
声
」
が
事
の
真
相
や
意
味
を
問
う
が
、

そ
こ
に
作
品
世
界
を
相
対
化
す
る
批
評
性
も
生
ま
れ
て
き
た
。

　そ
の
後
十
一
〜
十
二
世
紀
に
は
歴
史
物
語
が
新
生
面
を
切
り
開
い
た
。

『
大
鏡
』
は
藤ふ

じ

原わ
ら
の

道み
ち

長な
が

の
栄
華
を
主
題
と
す
る
が
、
作
者
は
冒
頭
に
お
い
て
、

百
八
十
歳
を
超
え
る
老
翁
二
人
が
見
聞
き
し
た
「
歴
史
」
を
語
る
「
語
り
」

の
場
を
虚
構
す
る
。
複
数
の
「
声
」
を
響
か
せ
る
こ
と
で
、
政
治
の
裏
側
ま

で
も
描
き
出
し
て
「
歴
史
」
へ
の
批
判
性
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　「声
」
の
歴
史
は
続
く
。
鎌
倉
時
代
に
は
軍
記
物
語
が
登
場
す
る
が
、『
平

家
物
語
』
に
は
琵び

琶わ

法
師
の
「
声
」
に
よ
っ
て
生
き
生
き
と
時
代
を
語
る

「
平
曲
」
の
息
づ
か
い
が
今
に
残
る
。「
物
語
」
は
耳
を
傾
け
て
読
み
た
い
。

「
声
」
を
聞
く

―
物
語
の
歴
史

古
典
の
扉

 

物
語
の
設
定
や
、
構
成
、
展
開
を
理
解
し
、
登
場
人
物
の
心
情
を
的
確
に

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
か

 

読
み
比
べ
を
と
お
し
て
、
物
語
の
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
か

 

物
語
へ
の
関
心
を
深
め
、
さ
ら
な
る
学
び
へ
の
意
欲
を
も
て
た
か

単
元
の
振
り
返
り 98

物
語
（
二
）
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それぞれの教材について、内容理
解のための課題、および読解のた
めの思考や話し合い・発表の課題
が設定されています。

「学びを広げる」では、同時代の
別作品や現代における翻案、別
ジャンルの作品などを示してお
り、読み比べ、合わせ読みなど
探究的な学習を行うことができ
ます。

単
元
の
振
り
返
り

教
材

単元の最後には、観
点別評価にもつなげ
やすい「単元の振り
返り」の項目が設定
されています。

読みやすいシンプルな紙
面構成で、効果的な読解
ができます。

単元扉で、単元で扱う
教材、および学習目標
を明示しています。

背 11.75mm　05 精選古典探究（古）

H1-H4_05精選古典探究古文編_見.indd   1 2022/03/08   15:10

単元扉

教
材

ジャンル別の単元で、そ
れぞれ複数の教材が配置
されています。
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史
記

　四
面
楚
歌
・
項
王
最
期

項	

王	

最	

期

　そ
の
夜
︑
項
羽
は
垓が

い

下か

の
囲
み
を
破
っ
て
逃
げ
た
︒
従
う
部
下
は
八
百
余
︒
五
千
の
漢

軍
が
こ
れ
を
追
う
︒
陰
陵
ま
で
来
て
︑
道
を
尋
ね
た
農
夫
に
だ
ま
さ
れ
︑
大
き
な
沼
地
に

迷
い
込
ん
だ
︒
か
ろ
う
じ
て
脱
出
し
て
東
城
に
た
ど
り
着
い
た
時
︑
従
う
者
は
二
十
八
騎

に
減
っ
て
い
た
︒

　項
羽
は
彼
ら
に
言
う
︑「
兵
を
挙
げ
て
八
年
︑
七
十
余
戦
し
て
負
け
知
ら
ず
の
私
が
︑
今
︑

窮
地
に
陥
っ
た
の
は
︑
天
が
私
を
滅
ぼ
す
の
で
あ
っ
て
︑
戦
に
弱
い
た
め
で
は
な
い
︒」
と
︒

二
十
八
騎
を
引
き
連
れ
群
が
る
敵
中
に
割
っ
て
入
り
︑
は
む
か
う
将
兵
を
斬
っ
て
回
っ
た
︒

1

2

5

一

　項
王
の
詩
か
ら
︑
ど
の
よ
う
な
心
情
が
読
み
取
れ
る
か
︑
話
し
合
っ
て
み
よ
う
︒

一

　「四
面
楚
歌
」
は
︑
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
︑
調
べ
て
み
よ
う
︒

課
題

語
句
と
表
現

1
陰
陵

　現
在
の
安あ

ん

徽き

省
淮わ

い

南な
ん

市
の
東
の
地
︒

2
東
城

　陰
陵
の
南
東
の
地
︒
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史
伝

	

項	

王ノ	

軍	

壁ス	

垓	

下ニ

。	兵	

少ナ
ク

	

食	

尽ク

。	漢	

軍	

及ビ	

諸	

侯ノ	

兵
、	

囲ム
コ
ト

	

之こ
れ
ヲ	

数	

重ナ
リ。	夜	

聞キ	

漢	

軍ノ	

四	

面	

皆	

楚	

歌ス
ル
ヲ、	項	

王	

乃す
な
は
チ

	

大イ
ニ

	

驚キ
テ

	

曰い
ハ
ク、	漢	

皆	

已す
で
ニ	

得タ
ル

	

楚ヲ	

乎か

。	是こ
レ	

何ゾ	

楚	

人	

之の	

多キ	

也や
ト

。	項	

王	

則す
な
は
チ

	

夜	

起た
チ
テ

	

飲ス	

帳	

中ニ

。	有リ	

美	

人
、	名ハ	

虞ぐ

。	常ニ	

幸セ
ラ
レ
テ

	

従フ

。	駿し
ゆ
ん	

馬め
ア
リ、	名ハ	

騅す
い

。	常ニ	

騎ス	

之ニ

。	於お
イ
テ

	

是こ
こ
ニ	

項	

王	

乃チ	

悲	

歌	

忼	

慨が
い
シ、	自ラ	

為つ
く
リ
テ

	

詩ヲ	

曰ハ
ク、

　

		

力ハ	

抜キ	

山ヲ	

兮	

気ハ	

蓋お
ほ
フ	

世ヲ	

　
		

時	

不ず	

利ア
ラ

	

兮	

騅	

不	

逝ゆ
カ

　
		

騅ノ	

不ざ
ル	

逝カ	

兮	

可べ
キ	

奈	

何ス	
　

		
虞ヤ	
兮	

虞ヤ	

兮	

奈	

若な
ん
ぢ
ヲ

	

何セ
ン
ト

歌フ
コ
ト

	

数す
う	

闋
、	美	
人	

和ス	

之ニ

。	項	

王	

泣な
み
だ	

数	

行	

下ル

。	左	

右	

皆	

泣キ

、	

莫な
シ	

能よ
ク	

仰ギ	

視み
ル
モ
ノ。 1

二

一

❶

レ

二

2

一

＊

❷

＊

レ

＊

＊

＊

二

3

一

二

一

レ

＊

レ

4

		

か
う

＊

レ

レ

5

6

レ

レ

レ

レ

二

い

　

	

か

　

	

ん

一

レ ＊

7

		

け
つ

8

レ

二
＊

一

	

（
項
羽
本ほ
ん

紀ぎ

）
510

1
壁

　城
壁
の
中
に
立
て
籠
も
る
︒

問
❶
「
漢
軍
」
と
は
誰
の
軍
勢
か
。

2
楚
歌

　（項
王
の
故
郷
で
あ
る
）
楚
の
地
方

の
民
謡
を
歌
う
︒

問
❷
項
王
は
、
な
ぜ
驚
い
た
の
か
。

3
帳
中

　と
ば
り
を
巡
ら
せ
た
陣
営
の
中
︒

4
悲
歌
忼
慨

　悲
し
げ
に
歌
い
︑
憤

い
き
ど
おり

嘆
く
︒

5
兮

　語
調
を
整
え
る
置
き
字
︒
楚
の
歌
に
特

徴
的
に
使
わ
れ
る
︒

6
気
蓋
レ

世

　気
力
は
天
下
を
圧
倒
す
る
ほ
ど

盛
ん
で
あ
っ
た
︒

7
数
闋
　数
回
︒「
闋
」
は
音
楽
の
演
奏
を
数

え
る
言
葉
︒

8
和

　調
子
を
合
わ
せ
て
歌
う
︒

句
法

●

何ゾ

〜（
ナ
ル
）

  

也

　な
ん
と
～
で
あ
る
こ
と
よ
︒ 

［
詠
嘆
］

●

奈
レ

〜ヲ

何セ
ン

　～
を
ど
う
し
よ
う
か
︑
い
や

ど
う
し
よ
う
も
な
い
︒［
反
語
］

●

莫シ
レ

〜（
ス
ル
モ
ノ
）

  

　～
す
る
者
は
い
な
い
︒［
否
定
］

＊
訓
読
で
注
意
す
る
語

　乃

　已

　乎

　也

　則

　於
是

　為

　若

　能
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史
記

　鴻
門
之
会

	

沛	

公	

旦た
ん	

日じ
つ	

従ヘ	

百	

余	

騎ヲ

、	来タ
リ
テ

	

見	

項	

王ニ

、	至ル	

鴻	

門ニ

。	謝シ
テ

	

曰い
ハ
ク、	臣	

与と	

将	

軍	

戮あ
は
セ
テ

	

力ヲ	

而	

攻ム	

秦ヲ

。	将	

軍ハ	

戦ヒ	

河	

北ニ

、	臣ハ	

戦フ	

1

二

一

＊ま
み

 

エ
ン
ト
シ

二

一

二

2

一

＊

二

一

レ

レ

二

一

二

　項
梁
が
戦
死
し
た
後
︑
懐
王
は
諸
将
に
進
軍
を
命
じ
︑
秦
の
地
を
攻
略
し
て
関
中
を
最

初
に
平
定
し
た
者
を
そ
の
地
の
王
と
す
る
︑
と
約
束
し
た
︒

　今
や
反
乱
軍
の
最
高
権
力
者
と
な
っ
て
い
た
項
羽
は
︑
河
北
で
秦
の
主
力
軍
と
対
戦
し
︑

こ
れ
を
打
ち
破
っ
た
︒
他
方
︑
劉
邦
は
︑
河
南
を
転
戦
し
つ
つ
関
中
に
入
り
︑
項
羽
よ
り

先
に
咸か

ん

陽よ
う

を
制
圧
し
た
︒

　咸
陽
を
目
指
し
て
進
軍
す
る
項
羽
は
︑
函か

ん

谷こ
く

関か
ん

を
守
る
劉
邦
軍
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
︑

さ
ら
に
︑
劉
邦
が
関
中
で
王
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
と
の
内
通
を
受
け
る
︒
激
怒
し
た
項

羽
は
︑
四
十
万
も
の
大
軍
を
率
い
て
十
万
の
劉
邦
軍
を
討
つ
決
意
を
し
た
︒

　項
羽
の
叔
父
項こ

う

伯は
く

は
︑
か
つ
て
劉
邦
の
側
近
で
あ
る
張ち

ょ
う

良り
ょ
うに
命
を
助
け
ら
れ
た
こ
と
が

あ
り
︑
総
攻
撃
の
前
夜
︑
ひ
そ
か
に
張
良
と
会
っ
て
切
迫
し
た
事
態
を
告
げ
た
︒
や
が
て

劉
邦
と
面
会
し
た
項
伯
は
︑
明
朝
出
向
い
て
項
羽
に
謝
罪
す
る
よ
う
に
劉
邦
に
勧
め
︑
項

羽
に
は
︑
秦
討
伐
に
大
功
の
あ
る
劉
邦
を
討
つ
べ
き
で
な
い
こ
と
を
説
い
た
︒
二
人
は
こ

れ
を
聞
き
入
れ
た
︒
前
二
〇
六
年
の
こ
と
で
あ
る
︒

7

8

9

10

剣
舞

510

7
関
中

　秦
の
都
咸か

ん

陽よ
う

を
中
心
と
す
る
地
︒
現

在
の
陝せ

ん

西せ
い

省
一
帯
︒

8
函
谷
関

　戦
国
時
代
に
秦
が
設
け
た
関
所
︒

現
在
の
河
南
省
霊
宝
市
の
南
西
に
あ
っ
た
︒

9
項
伯

　？
～
前
一
九
二
年
︒
漢
の
建
国
後
に

諸
侯
に
取
り
立
て
ら
れ
た
︒

10
張
良

　？
～
前
一
八
九
年
︒
劉
邦
の
参
謀
︒

兵
法
に
優
れ
て
い
た
︒

1
旦
日

　翌
朝
︒

2
鴻
門

　現
在
の
陝
西
省
西
安
市
臨り

ん

潼ど
う

区
︒
項

羽
の
宿
営
地
︒

＊
訓
読
で
注
意
す
る
語

　見

　与

15
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史
伝

	

史し	

記き	
司し

馬ば

遷せ
ん

鴻こ
う	

門も
ん	

之の	

会く
わ
い

　戦
国
時
代
を
終
結
さ
せ
︑
初
め
て
中
国

を
統
一
し
た
秦し

ん

の
始
皇
帝
が
世
を
去
る
と
︑

秦
の
圧
政
に
苦
し
ん
で
い
た
人
々
が
各
地

で
反
乱
を
起
こ
し
た
︒

　楚そ

の
項こ

う

羽う

（
項
王
）
は
︑
叔
父
の
項こ

う

梁り
ょ
う

と
と
も
に
挙
兵
し
︑
懐
王
を
擁
立
し
て
秦

打
倒
を
目
指
し
た
︒
一
方
︑
沛は

い

の
人
々
に

推
さ
れ
て
秦
へ
の
反
抗
を
始
め
た
劉り

ゅ
う

邦ほ
う

（
沛
公
）
は
︑
各
地
を
転
戦
し
な
が
ら
項

梁
の
指
揮
の
下
に
入
っ
た
︒

1

2

3

4

5

6

510

1
秦
の
始
皇
帝

　前
二
五
九
年
～
前
二
一
〇
年
︒

姓
は
嬴
︑
名
は
政
︒

2
項
羽

　前
二
三
二
年
～
前
二
〇
二
年
︒
名
は

籍せ
き

︑
羽
は
字あ

ざ
な

︒
楚
の
武
将
︒
二
十
四
歳
で
兵

を
挙
げ
た
︒「
鴻
門
の
会
」
の
時
は
二
十
七
歳
︒

3
項
梁

　？
～
前
二
〇
八
年
︒
秦
の
軍
と
戦
っ

て
死
ん
だ
︒

4
懐
王

　？
～
前
二
〇
五
年
︒
戦
国
時
代
の
楚

王
の
子
孫
︒
後
に
項
羽
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ

た
︒

5
沛

　現
在
の
江こ

う

蘇そ

省
徐じ

ょ

州し
ゅ
う

市
沛
県
︒

6
劉
邦

　前
二
四
七
年
？
～
前
一
九
五
年
︒
字

は
季き

︒
後
の
漢
の
高
祖
︒「
鴻
門
の
会
」
の

時
は
四
十
二
歳
︒

え
い

0

B.C.
500

B.C.
1000

周

春秋

戦国

秦

前漢

新

史
記

楚

漢

趙

秦 斉かんこくかん

えいよう

とう

はい

ほうじょう

がい か

う こう

らくよう

きょろく

かんよう

咸陽

鉅鹿

鴻門

洛陽

潁陽 高陽

南陽

碭

沛

城陽

彭城
垓下
陰陵
東城

烏江

覇上 驪山
り ざん

武関

函谷関
山東半島

黄

河

淮
わい

すい

水
長 江

0 200km

白馬

項羽の進軍路
劉邦の進軍路

関  

中

『史記』関係地図
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史
伝

・
作
品
の
背
景
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
の
立
場
や

役
割
を
読
み
取
る

・
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
の
性
格
や
心
情
を
読
み
取
る

・
項
王
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る

項羽像
　

史
記
（
司
馬
遷
）

鴻
門
之
会

　学
び
を
広
げ
る

　せ
り
ふ
の
朗
読

四
面
楚
歌

項
王
最
期

　学
び
を
広
げ
る

　項
王
の
生
き
ざ
ま

�

題
烏
江
亭
（
杜
牧
）
／
烏
江
亭
（
王
安
石
）
／
烏
江
（
李
清
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

歴
史
は
い
か
に
記
述
さ
れ
た
の
か

漢
文
を
読
む
た
め
に
❷

三
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44

史
伝

一

　項
王
と
沛
公
の
性
格
が
よ
く
表
れ
て
い
る
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
、
比
較
し
て
み
よ
う
。

二

　項
王
側
と
沛
公
側
の
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
、
心
理
と
役
割
と
を
整
理
し
て
み

よ
う
。

一

　「謝
」（
37
・
14
）
に
つ
い
て
、
文
中
で
使
わ
れ
て
い
る
以
外
の
意
味
を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
味
で
こ
の
字
を
用
い
て
い
る
熟
語
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

二

　「辞
」（
41
・
1
）
と
「
辞
」（
42
・
2
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
で
こ
の
字
を
用
い
て

い
る
熟
語
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　　　
　
　

 「
鴻
門
之
会
」
の
本
文
を
台
本
に
見
立
て
、
せ
り
ふ
の
朗
読
を
し
て
み
よ
う
。

　
　
　① 

四
、
五
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
登
場
人
物
と
そ
の
発
言
（
せ
り
ふ
）
を
確
認
す
る
。

言
葉
を
発
し
て
い
な
い
登
場
人
物
も
い
る
の
で
注
意
し
よ
う
。
ま
た
、
発
言
で
は
な

い
部
分
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
検
討
し
、
読
む
か
読
ま
な
い
か
を
適
宜
判
断
し
よ
う
。

　
　
　②
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
に
読
む
人
を
割
り
当
て
、
朗
読
の
練
習
を
す
る
。

　
　
　③ 

グ
ル
ー
プ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
登
場
人
物
の
性
格
や
、

そ
の
場
面
に
お
け
る
心
情
が
伝
わ
る
よ
う
な
読
み
方
を
工
夫
し
よ
う
。

　
　
　④ 

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
朗
読
を
披
露
し
、
感
想
を
交
換
し
よ
う
。
ま
た
、
朗
読
を
す
る
こ

と
で
気
付
い
た
こ
と
、
わ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

課
題

語
句
と
表
現

学
び
を
広
げ
る

　
　

 

せ
り
ふ
の
朗
読
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51

史
記

　項
王
最
期

　

　
　そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
表
現
さ
れ
た
︑
項
王
に
対
す
る
思
い
を
説
明
し
て
み
よ
う
︒

　

　
　項
王
の
生
き
ざ
ま
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
︒

5

　
　
　

史
記

　歴
史
書
︒
司
馬
遷
の
著
︒
百
三
十
巻
︒
上
古
か
ら
前
漢
の
武
帝
（
前
一
五
六

～
前
八
七

）
ま
で
の
歴
史
を
︑
本
紀
・
列
伝
な
ど
に
類
別
し
て
叙
述
し
︑「
紀

伝
体
」
と
呼
ば
れ
る
形
式
を
確
立
し
た
︒
先
行
す
る
歴
史
書
や
自
分
で
集

め
た
資
料
に
基
づ
く
記
述
の
確
か
さ
に
加
え
て
︑
高
い
文
学
性
を
備
え
て

い
る
︒

司
馬
遷

　前
一
四
五
年
？
～
前
八
六
年
？
︒
字
は
子
長
︒
前
漢
の
歴
史
家
︒
武
帝
の

時
に
太
史
令
と
な
る
︒
前
九
九
年
︑
匈き

ょ
う

奴ど

に
降
伏
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
李り

陵り
ょ
う

将
軍
を
弁
護
し
て
武
帝
の
怒
り
に
ふ
れ
︑
宮
刑
に
処
せ
ら
れ
た
が
︑
そ

の
屈
辱
に
耐
え
て
宿
願
の
﹃
史
記
﹄
を
完
成
し
た
︒

李
清
照

　一
〇
八
四
年
？
～
一
一
五
一
年
？
︒

号
は
易い

安あ
ん

居こ

士じ

︒
北
宋
の
女
性
詩
人
︒

李
清
照
集

　

1
人
傑

　特
に
優
れ
た
人
︒
傑
出
し
た
人
物
︒

2
鬼
雄

　幽
霊
の
中
の
英
雄
︒

3
過

　行
く
︒
移
る
︒

生マ
レ
テ
ハ

	

当ま
さ
ニ	

作な
ル	

人	

傑ト

死シ
テ
ハ

	

亦ま
た	

為な
ラ
ン

	

鬼	

雄ト

至ル
マ
デ

	

今ニ	

思フ	

項	

羽ノ

不ざ
ル
ヲ

	

肯	

過	

江	

東ニ

烏	

江	
	
	
	

李り

清せ
い

照せ
う

 		

べ
シ
レ

二

1

一

二

2

一

レレ

が
へ　ン
ゼレ

 

よ
ギ
ル

 

　
　ヲ

3

二

一

生
ま
れ
て
は
当
に 

人
傑
と
作
る
べ
し

死
し
て
は
亦 

鬼
雄
と
為
ら
ん

今
に
至
る
ま
で
思
ふ 

項
羽
の

江
東
に
過
ぎ
る
を
肯
ん
ぜ
ざ
る
を
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史
伝

　　　
　

 

次
の
三
つ
の
作
品
を
読
み
比
べ
て
み
よ
う
︒

学
び
を
広
げ
る

　
　

 

項
王
の
生
き
ざ
ま

510

百	

戦ニ	

疲	

労シ	

壮	

士	

哀か
な
シ
ム

中	

原ニ	

一	

敗シ	

勢ヒ	

難が
た
シ	

廻め
ぐ
ラ
シ

江	

東ノ	

子	

弟	

今	

雖い
へ
ど
モ

	

在リ
ト

肯あ
ヘ
テ

	

与と	

君	

王	

巻	

土シ
テ

	

来タ
ラ
ン
ヤ

烏	

江	

亭	
	
	

王わ
う

安あ
ん

石せ
き

1

レレ

二

一

百
戦
に
疲
労
し 

壮
士
哀
し
む

中
原
に
一
敗
し 

勢
ひ
廻
ら
し
難
し

江
東
の
子
弟 

今
在
り
と
雖
も

肯
へ
て
君
王
と 

巻
土
し
て
来
た
ら
ん
や

杜
牧

　八
〇
三
年
～
八
五
二
年
︒
字あ

ざ
な
は
牧ぼ

く

之し

︒

号
は
樊は

ん

川せ
ん

︒
晩
唐
の
詩
人
︒

杜
樊
川
詩
注

　

1
題

　︵壁
に
︶
詩
な
ど
を
書
き
つ
け
る
︒

2
兵
家

　兵
法
に
優
れ
た
者
︒
軍
事
家
︒

3
不
レ

期

　予
期
で
き
な
い
︒

4
才
俊

　才
能
に
優
れ
た
人
物
︒

5
巻
土
重
来

　風
が
土
を
巻
き
上
げ
る
勢
い
で

再
び
吹
い
て
く
る
︒
失
敗
し
た
者
が
再
び
力

を
養
っ
て
や
り
直
す
こ
と
︒「
巻
」
は
「
捲
」

と
も
書
く
︒

王
安
石

　一
〇
二
一
年
～
一
〇
八
六
年
︒
字

は
介か

い

甫ほ

︒
号
は
半は

ん

山ざ
ん

︒
臨り

ん

川せ
ん

先
生
と
も
︒
北ほ

く

宋そ
う

の
政
治
家
・
文
人
︒

臨
川
先
生
文
集

　

1
中
原

　古
代
中
国
の
中
央
部
で
︑
河
南
一
帯
︑

黄
河
中
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
の
地
域
︒

勝	

敗ハ	

兵	

家モ	

事	

不ず	

期セ

包ミ	

羞は
ぢ
ヲ	

忍ブ
ハ

	

恥ヲ	

是こ
レ	

男	

児

江	

東ノ	

子	

弟	

多シ	

才	

俊

巻け
ん	

土ど	

重	

来セ
バ

	

未い
ま
ダ	

可べ
カ
ラ

	

知ル

題ス	

烏	

江	

亭ニ	
	

杜と

牧ぼ
く

1

二

一

2

3

レ

レ

レ

二

4

一

5

ず
レ

レ

勝
敗
は
兵
家
も 

事 

期
せ
ず

羞
を
包
み
恥
を
忍
ぶ
は 

是
れ
男
児

江
東
の
子
弟 

才
俊
多
し

巻
土
重
来
せ
ば 

未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
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史
記

　四
面
楚
歌
・
項
王
最
期

項	

王	

最	

期

　そ
の
夜
︑
項
羽
は
垓が

い

下か

の
囲
み
を
破
っ
て
逃
げ
た
︒
従
う
部
下
は
八
百
余
︒
五
千
の
漢

軍
が
こ
れ
を
追
う
︒
陰
陵
ま
で
来
て
︑
道
を
尋
ね
た
農
夫
に
だ
ま
さ
れ
︑
大
き
な
沼
地
に

迷
い
込
ん
だ
︒
か
ろ
う
じ
て
脱
出
し
て
東
城
に
た
ど
り
着
い
た
時
︑
従
う
者
は
二
十
八
騎

に
減
っ
て
い
た
︒

　項
羽
は
彼
ら
に
言
う
︑「
兵
を
挙
げ
て
八
年
︑
七
十
余
戦
し
て
負
け
知
ら
ず
の
私
が
︑
今
︑

窮
地
に
陥
っ
た
の
は
︑
天
が
私
を
滅
ぼ
す
の
で
あ
っ
て
︑
戦
に
弱
い
た
め
で
は
な
い
︒」
と
︒

二
十
八
騎
を
引
き
連
れ
群
が
る
敵
中
に
割
っ
て
入
り
︑
は
む
か
う
将
兵
を
斬
っ
て
回
っ
た
︒

1

2

5

一

　項
王
の
詩
か
ら
︑
ど
の
よ
う
な
心
情
が
読
み
取
れ
る
か
︑
話
し
合
っ
て
み
よ
う
︒

一

　「四
面
楚
歌
」
は
︑
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
︑
調
べ
て
み
よ
う
︒

課
題

語
句
と
表
現

1
陰
陵

　現
在
の
安あ

ん

徽き

省
淮わ

い

南な
ん

市
の
東
の
地
︒

2
東
城

　陰
陵
の
南
東
の
地
︒

045-051_精古-漢.indd   47 2021/04/23   10:33

46

史
伝

	

項	

王ノ	

軍	

壁ス	

垓	

下ニ

。	兵	

少ナ
ク

	

食	

尽ク

。	漢	

軍	

及ビ	

諸	

侯ノ	

兵
、	

囲ム
コ
ト

	

之こ
れ
ヲ	

数	

重ナ
リ。	夜	

聞キ	

漢	

軍ノ	

四	

面	

皆	

楚	

歌ス
ル
ヲ、	項	

王	

乃す
な
は
チ

	

大イ
ニ

	

驚キ
テ

	

曰い
ハ
ク、	漢	

皆	

已す
で
ニ	

得タ
ル

	

楚ヲ	

乎か

。	是こ
レ	

何ゾ	

楚	

人	

之の	

多キ	

也や
ト

。	項	

王	

則す
な
は
チ

	

夜	

起た
チ
テ

	

飲ス	

帳	

中ニ

。	有リ	

美	

人
、	名ハ	

虞ぐ

。	常ニ	

幸セ
ラ
レ
テ

	

従フ

。	駿し
ゆ
ん	

馬め
ア
リ、	名ハ	

騅す
い

。	常ニ	

騎ス	

之ニ

。	於お
イ
テ

	

是こ
こ
ニ	

項	

王	

乃チ	

悲	

歌	

忼	

慨が
い
シ、	自ラ	

為つ
く
リ
テ

	

詩ヲ	

曰ハ
ク、

　

		

力ハ	

抜キ	

山ヲ	

兮	

気ハ	

蓋お
ほ
フ	

世ヲ	

　
		

時	

不ず	

利ア
ラ

	

兮	

騅	

不	

逝ゆ
カ

　

		
騅ノ	

不ざ
ル	

逝カ	

兮	

可べ
キ	

奈	

何ス	

　

		
虞ヤ	
兮	

虞ヤ	

兮	

奈	

若な
ん
ぢ
ヲ

	

何セ
ン
ト

歌フ
コ
ト

	

数す
う	

闋
、	美	
人	
和ス	

之ニ

。	項	

王	

泣な
み
だ	

数	

行	

下ル

。	左	

右	

皆	

泣キ

、	

莫な
シ	

能よ
ク	

仰ギ	

視み
ル
モ
ノ。 1

二

一

❶

レ

二

2

一

＊

❷

＊

レ

＊

＊

＊

二

3

一

二

一

レ

＊

レ

4

		

か
う

＊

レ

レ

5

6

レ

レ

レ

レ

二

い

　

	

か

　

	

ん

一

レ ＊

7

		

け
つ

8

レ

二
＊

一

	

（
項
羽
本ほ
ん

紀ぎ

）
510

1
壁

　城
壁
の
中
に
立
て
籠
も
る
︒

問
❶
「
漢
軍
」
と
は
誰
の
軍
勢
か
。

2
楚
歌

　（項
王
の
故
郷
で
あ
る
）
楚
の
地
方

の
民
謡
を
歌
う
︒

問
❷
項
王
は
、
な
ぜ
驚
い
た
の
か
。

3
帳
中

　と
ば
り
を
巡
ら
せ
た
陣
営
の
中
︒

4
悲
歌
忼
慨

　悲
し
げ
に
歌
い
︑
憤

い
き
ど
おり

嘆
く
︒

5
兮

　語
調
を
整
え
る
置
き
字
︒
楚
の
歌
に
特

徴
的
に
使
わ
れ
る
︒

6
気
蓋
レ

世

　気
力
は
天
下
を
圧
倒
す
る
ほ
ど

盛
ん
で
あ
っ
た
︒

7
数
闋
　数
回
︒「
闋
」
は
音
楽
の
演
奏
を
数

え
る
言
葉
︒

8
和

　調
子
を
合
わ
せ
て
歌
う
︒

句
法

●

何ゾ

〜（
ナ
ル
）

  

也

　な
ん
と
～
で
あ
る
こ
と
よ
︒ 

［
詠
嘆
］

●

奈
レ

〜ヲ

何セ
ン

　～
を
ど
う
し
よ
う
か
︑
い
や

ど
う
し
よ
う
も
な
い
︒［
反
語
］

●

莫シ
レ

〜（
ス
ル
モ
ノ
）

  

　～
す
る
者
は
い
な
い
︒［
否
定
］

＊
訓
読
で
注
意
す
る
語

　乃

　已

　乎

　也

　則

　於
是

　為

　若

　能
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史
伝

　
　
　

　歴
史
を
記
述
す
る
と
い
う
行
為
は
︑
中
国
の
知
識
人
に
と
っ
て
︑
き
わ
め

て
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
︒﹃
史
記
﹄
以
前
に
書
か
れ
た
中
で
︑
特
に
重
視

さ
れ
て
い
た
歴
史
書
が
﹃
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う﹄

で
あ
る
︒
孔こ
う

子し

︵
↓
72
ペ
ー
ジ
︶
の
手
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
︑
そ
の
記
述
は
「
春
秋
の
筆
法
」

と
呼
ば
れ
て
貴
ば
れ
て
き
た
︒
こ
の
﹃
春
秋
﹄
は
︑
何
年
何
月
に
こ
う
い
う

重
大
事
件
が
起
こ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
︑
時
系
列
に
従
っ
て
年
代
順
に
出
来

事
を
書
き
記
す
「
編
年
体
」
と
い
う
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
︑
物
事
の

全
体
像
や
前
後
関
係
を
整
理
し
て
把
握
す
る
の
に
は
便
利
で
あ
る
︒
し
か
し
︑

数
年
に
及
ん
だ
事
件
の
発
端
か
ら
結
末
ま
で
の
詳
細
が
わ
か
り
づ
ら
く
︑
ま

た
︑
あ
る
人
物
の
生
涯
を
知
ろ
う
と
す
る
に
は
不
便
だ
っ
た
︒

　﹃史し

記き

﹄
の
作
者
︑
司し

馬ば

遷せ
ん

は
こ
の
形
式
を
採
ら
ず
︑
各
人
物
ご
と
に
記

録
を
ま
と
め
る
と
い
う
編
集
方
法
を
採
用
し
た
︒
皇
帝
の
伝
記
で
あ
る
「
本ほ

ん

紀ぎ

」
に
始
ま
り
︑
臣
下
の
伝
記
で
あ
る
「
列
伝
」
に
終
わ
る
分
類
が
な
さ
れ

て
お
り
︑
こ
う
し
た
歴
史
の
記
述
形
式
を
「
紀
伝
体
」
と
呼
ぶ
︒﹃
史
記
﹄
は
︑

十
二
の
本
紀
と
七
十
の
列
伝
の
ほ
か
に
︑
各
国
の
王
や
諸
侯
に
関
す
る
伝
記

で
あ
る
三
十
の
「
世せ

い

家か

」︑
天
文
・
地
理
・
歴
史
な
ど
分
野
ご
と
の
歴
史
を

記
し
た
八
つ
の
「
書
」︑
各
種
の
年
表
で
あ
る
十
の
「
表
」
か
ら
成
り
︑
記

述
さ
れ
た
時
代
は
上
古
か
ら
前
漢
の
武
帝
ま
で
の
お
よ
そ
三
千
年
に
も
及

ぶ
︒
紀
伝
体
が
優
れ
て
い
る
点
は
︑
人
物
ご
と
に
伝
記
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
の
で
︑
ひ
と
り
の
人
間
が
い
か
に
生
き
た
の
か
︑
そ
し
て
そ
の
人
を
め
ぐ

っ
て
い
か
な
る
事
が
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
よ
う
な
︑
個
人
の
生
涯
を
た
や

す
く
知
り
得
る
こ
と
に
あ
る
︒司
馬
遷
の
人
間
に
対
す
る
興
味
が
︑「
紀
伝
体
」

に
よ
る
記
述
の
ス
タ
イ
ル
を
選
ば
せ
た
の
だ
ろ
う
︒
そ
の
反
面
︑
編
年
体
が

有
し
て
い
た
︑
時
代
の
推
移
や
事
件
に
お
け
る
時
間
的
な
前
後
関
係
が
読
み

取
り
や
す
い
と
い
う
利
点
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
︒「
表
」
を
添
え
る
と
い

う
工
夫
は
な
さ
れ
て
い
る
が
︑
一
つ
の
事
件
が
複
数
の
列
伝
に
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
︑
記
述
の
視
点
が
異
な
る
た
め
経
緯
が
わ
か
り
づ
ら
く
な
る

と
い
う
別
の
欠
点
も
生
じ
た
︒

　し
か
し
な
が
ら
︑﹃
史
記
﹄
が
後
世
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
︒
後
漢
の

班
固
が
編
纂
し
た
﹃
漢
書
﹄
も
紀
伝
体
を
採
用
し
︑
こ
れ
以
降
も
王
朝
の
正

統
な
歴
史
書
で
あ
る
「
正
史
」
は
全
て
紀
伝
体
の
形
式
を
踏と

う

襲し
ゅ
うし
た
︒
司
馬

遷
が
「
史し

聖せ
い

」
と
も
呼
ば
れ
る
所ゆ
え
ん以
で
あ
る
︒

歴
史
は
い
か
に
記
述
さ
れ
た
の
か

漢
文
を
読
む
た
め
に
❷

単
元
の
振
り
返
り

�

作
品
の
背
景
を
理
解
し
、
登
場
人
物
の
立
場
や
心
情
な
ど
を
的
確
に
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
た
か

�

項
王
の
生
き
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

か

�

史
伝
へ
の
関
心
を
深
め
、
さ
ら
な
る
学
び
へ
の
意
欲
を
も
て
た
か
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それぞれの教材について、内容理
解のための課題、および読解のた
めの思考や話し合い・発表の課題
が設定されています。　

「学びを広げる」では、同時代の
別作品や同テーマの作品、つな
がりのある現代作品などを取り
上げ、読み比べ、合わせ読みな
ど探究的な学習を行うことがで
きます。

単
元
の
振
り
返
り

教
材

単元の最後には、観
点別評価にもつなげ
やすい「単元の振り
返り」の項目が設定
されています。

読みやすいシンプルな紙
面構成で、効果的な読解
ができます。

単元扉で、単元で扱う
教材、および学習目標
を明示しています。
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単元扉

教
材

ジャンル別の単元で、そ
れぞれ複数の教材が配置
されています。

単
元
構
成
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1
星
辰
　
星
。
ま
た
は
星
座
。

2
三
百
六
十
五
日
五
時
四
十
九
分
　
現
在
の

観
測
数
値
は
三
百
六
十
五
日
五
時
四
十
八

分
四
十
六
秒
。

3
二
十
八
宿
　
黄
道
に
沿
っ
て
天
球
を
二
十

八
に
区
分
し
、
星
座
の
所
在
を
明め

い

瞭り
ょ
うに

し

た
も
の
。
黄
道
は
、
太
陽
の
見
か
け
上
の

軌
道
。

4
天
　
恒
星
天
。

5
里
　
距
離
の
単
位
。
約
三
・
九
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。

6
Ｓ
　
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
読
み
方
は
オ
ラ

ン
ダ
語
。

　 

天
文
学
書
『
刻コ

ッ

白ペ

爾ル

天
文
図
解
』（
司し

馬ば

江か
う

漢か
ん

）

　
人
、
地
球
ノ
上
ニ
居
テ
天
ヲ
仰
ギ
望
ム
ニ
、
天
旋メ

グ

ツ
テ
大
地
静
カ
ナ
リ
。
日
月
星セ

イ

辰シ
ン

移

リ
テ
、
昼
夜
ヲ
ナ
シ
、
三
百
六
十
五
日
五
時
（
一
昼
夜
ヲ
二
十
四
時
ト
ス
）
四
十
九
分
ヲ

（
一
時
六
十
分
ト
ス
）
過
ギ
テ
一
年
ヲ
ナ
ス
。
四
季
（
春
夏
秋
冬
）
ア
リ
、
寒
暖
ヲ
ナ
ス
。

其ソ

ノ
理
ヲ
究
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
、
恒ツ

ネ

ニ
二
十
八
宿
ヲ
知
ル
ニ
ア
リ
。
天
、
一
年
ニ
一
周
回

ス
ル
ヲ
見
ル
ナ
リ
。
地
旋
ル
ト
キ
ハ
天
旋
ル
ガ
如ゴ

ト

シ
、
舟
ノ
行
ク
ニ
岸
ノ
移
リ
旋
ル
ニ
似

タ
リ
。
是コ

レ

ヲ
地
転
ノ
説
ト
云イ

フ
。
然シ

カ

ル
ニ
一
昼
一
夜
ヲ
ナ
ス
ハ
地
球
旋
転
シ
テ
、
日
ノ
向

カ
フ
ト
コ
ロ
昼
ヲ
ナ
シ
、
日
ニ
背
ク
ト
コ
ロ
夜
ヲ
ナ
ス
。
地
球
ノ
周
回
一
万
零
八
百
里

（
日
本
ノ
里
法
）
一
度
三
十
里
、

地
ノ
回メ

グ

リ
三
百
六
十
度
。

　
図
ノ
中マ

ン

心ナ
カ

Ｓス

ハ
日
輪
ナ
リ
。
其

ノ
外
環
Ａア

ハ
水
星
天
、
Ｂベ

ハ
金
星

天
、
Ｃセ

ハ
吾ワ

ガ
地
球
天
、
Ｄデ

ハ
火

星
天
、
Ｅエ

ハ
木
星
天
、
Ｆエ

フ

ハ
土
星

天
、
Ｇゲ

ハ
恒ガ

ウ

星セ
イ

天テ
ン

、
Ｈハ

ハ
彗ス

イ

星セ
イ

ノ

行
環
ナ
リ
。
吾
ガ
地
球
一
旋
転
シ

テ
天
ノ
一
度
ヲ
進
ミ
、
三
百
六
十

五
日
余
ヲ
旋
転
シ
テ
、
天
ノ
三
百

六
十
度
ヲ
地
球
一
周
シ
テ
一
年
ヲ

ナ
ス
。

1

2

3

4

5

6

刻
白
爾
天
文
図
解

天
文
学
書
。
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
（N

icolaus C
opernicus 

ポ
ー
ラ
ン
ド

の
天
文
学
者
。
一
四
七
三
年
〜
一
五
四
三

年
）
の
提
唱
し
た
太
陽
中
心
説
を
一
般
向

け
に
図
解
し
た
本
。
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通

詞
で
あ
る
本も

と

木き

良よ
し

永な
が

（
一
七
三
五
年
〜
一

七
九
四
年
）
の
翻
訳
『
星
術
本
原
太
陽
窮

理
了
解
新
制 

天
地
二
球
用
法
記
』（
一
七

九
三
年
刊
）
な
ど
を
も
と
に
し
て
い
る
。

282

近
世
の
文
学
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164

「
三
国
志
」
の
世
界

余	

船	

以テ	

次ヲ	

俱と
も
ニ	

進ム

。	操ノ	

軍	

皆	

指サ
シ
テ

	

言フ

、	蓋	

降ル
ト。

　

	

去ル
コ
ト

	

二	

里	

余
、	同	

時ニ	

発ス	

火ヲ

。	火	

烈は
げ
シ
ク

	

風	

猛た
け
ク、	船ノ	

往ゆ
ク
コ
ト

	

如ご
と
シ	

箭や
ノ

。	焼キ	

尽ク
シ

	

北	

船ヲ

、	

煙え
ん	

焰え
ん	

漲み
な
ぎ
ル

	

天ニ

。	人	

馬	

溺	

焼シ

、	死ス
ル

	

者	

甚ダ	

衆お
ほ
シ。	瑜	

等ら	

率ヰ	

軽	

鋭ヲ

、	

雷	

鼓シ
テ

	

大イ
ニ

	

進ム

。	北	

軍	

大イ
ニ

	

壊や
ぶ
レ、	操	

走リ
テ

	

還か
へ
ル。	

　

	

後	

屢
し
ば
し
ば	

加フ
レ
ド
モ

	

兵ヲ	

於	

権ニ

、	不	

得	

志ヲ

。	操	

歎た
ん	

息そ
く
シ
テ

	

曰ハ
ク、	生マ
バ

	

子ヲ	

当ま
さ
ニ	

如ク
ナ
ル

	

孫	

仲	

謀ノ

。	向さ	

者き
ノ	

劉り
う	

景け
い	

昇し
よ
う
ノ

	

児	

子ハ

、	豚	

犬ナ
ル

	

耳の
み
ト。	

　

レ

レ
＊

レ

二

－

17

一

レ

二

18

一

19

二

一

レ

レ

レ

＊		

べ
シ
レ

二

一
＊

20

	

（
十
八
史
略
）

　
　周
瑜
た
ち
が
曹
操
を
迎
え
撃
つ
た
め
に
考
え
た
作
戦
を
︑
整
理
し
て
み
よ
う
︒

　
　曹
操
は
︑
孫
権
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
︑
説
明
し
て
み
よ
う
︒

股こ	

肱こ
う	

之の	

力

5

17
北
船

　曹
操
軍
の
船
︒

18
軽
鋭

　機
敏
で
強
い
兵
士
︒

19
雷
鼓

　太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
︒

20
劉
景
昇
児
子

　劉
表
の
子
︑
劉
琮
︒

句
法

●

～
耳

　～
だ
け
だ
︒［
限
定
］

＊
訓
読
で
注
意
す
る
語

　如

　当

　向
者

1
魏

　初
代
皇
帝
は
曹そ

う

操そ
う

の
子
曹
丕
︒
曹
操
は

死
後
武
帝
と
諡

お
く
り
なさ
れ
た
︒
首
都
は
洛ら

く

陽よ
う

︒

2
蜀

　蜀し
ょ
っ

漢か
ん

と
も
︒
初
代
皇
帝
は
劉
備
︑
首
都

は
成
都
︒

3
呉

　呉
地
方
（
↓

162
ペ
ー
ジ
注
2
）
に
建
国

さ
れ
た
国
の
名
︒
初
代
皇
帝
は
孫
権
︑
首
都

赤壁の戦い（漫画『三国志』　横
よこ

山
やま

光
みつ

輝
てる

）
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● 多様なジャンルの時代を超えた関連作品を取り
上げており、日本文化を形成してきた古文の意
義・魅力を学ぶことができます。

● 時代を超えた関連作品のほか、日本の漢詩文
も豊富に取り上げており、現代につながる漢
文の意義・魅力を学ぶことができます。
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ジャンル・時代を超えたつながり時代を超えたつながり、日本の漢詩文

学
習
に
つ
な
が
る
図
版
・
写
真

学
習
に
つ
な
が
る
図
版
・
写
真

510

1
鄙

　田
舎
。

　「…
…
そ
の
高た
か

安や
す

の
女
も
哀
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
飯
の
手
盛
り
は
い
か
に
も
鄙ひ

な

の
女
、
何
が
不
都

合
に
て
男
が
離
れ
た
か
、
解わ
か

ら
ぬ
ま
ま
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。」

　元
親
は
主
人
業
平
の
意
に
添
い
つ
つ
も
、

　「こ
の
話
、
思
い
の
ほ
か
深
う
ご
ざ
い
ま
す
。
女
の
心
は
、
執
心
が
顕あ
ら
わ

れ
ぬ
加
減
に
て
、
心
染
む

も
の
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
色
も
重
ね
れ
ば
黒
く
重
と
う
な
り
ま
す
。
幼
き
頃
よ
り
知
り
た
る
妻
こ
そ
、

執
心
は
あ
れ
ど
そ
れ
が
顕
れ
ぬ
程
に
て
、
思
い
や
る
歌
に
と
ど
め
ま
し
た
の
で
は
。
も
し
や
植
え
込

み
の
陰
に
て
、
耳
そ
ば
だ
て
る
夫
の
こ
と
、
気
付
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
は
。」

　夜
更
け
て
も
尽
き
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
筒
井
筒
の
成
り
行
き
に
、
自
ら
の
意
を
申
し
立
て
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
声
を
呑の

み
込
む
よ
う
に
、
雨
が
降
り
出
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　憲
明
が
ふ
と
口
に
当
て
た
杯
を
そ
の
ま
ま
に
、
呟
き
ま
し
た
。

　「…
…
こ
の
話
し
、
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も
し
や
業
平
殿
ご
自
身
の
懺ざ
ん

悔げ

で
は
…
…
。」

　業
平
、
わ
ず
か
に
頰
を
緩
め
た
だ
け
で
、
何
も
申
し
ま
せ
ん
。

1

髙
樹
の
ぶ
子

　一
九
四
六

（
昭
和
二
一
年
）
〜
。
小
説

家
。
山
口
県
の
生
ま
れ
。
現

代
に
お
け
る
恋
愛
小
説
の
新

し
い
形
を
追
究
し
続
け
て
い

る
。
作
品
に
「
光
抱
く
友
よ
」

「
透
光
の
樹
」
な
ど
が
あ
る
。

本
文
は
、『
小
説
伊
勢
物
語

　

業
平
』
に
よ
っ
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
が
筒
井
筒
の
成
り
行
き
に
、
自
ら
の
意
を
申
し
立
て
ま
す
」（
53
・
8
）
と
あ
る
が
、「
業
平
」「
覚
行
」「
元
親
」
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
に
対
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
、
発
表
し
て
み
よ
う
。

53

伊
勢
物
語
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5

　古
典
の
作
品
を
独
自
の
世
界
観
で
再
生
さ
せ
る
試
み
は
古
く
か
ら
あ
る
。
物
語
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
あ
る
時
は
芸
能
と
し
て
、
ま
た
あ

る
時
は
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
り
、
数
多
く
の
作
品
が
創
作
さ
れ
て
い
る
。
次
の
文
章
は
、
業
平
を
語
り
手
と

し
て
『
伊
勢
物
語
』
を
翻
案
し
た
小
説
の
一
部
で
あ
る
。

学
び
を
広
げ
る

古
典
作
品
の
翻
案
を
読
む

　話
し
終
え
て
業
平
、
呟つ

ぶ
やく

の
で
し
た
。

　「…
…
い
か
に
幼
き
こ
ろ
よ
り
良
く
知
り
、
心
通
う
仲
で
あ
っ
て
も
、
男
は
他
の
女
に
懸け

想そ
う

し
て

し
ま
う
も
の
。
そ
れ
で
も
優
れ
た
心
根
の
女
の
元
へ
、
男
は
つ
い
に
戻
る
も
の
の
よ
う
で
。」

　確
か
に
そ
の
よ
う
で
、
と
頷う
な
ずき
つ
つ
も
覚
行
は
、

『
小
説
伊
勢
物
語

　業な
り

平ひ
ら

』
よ
り�

髙た
か

樹ぎ

の
ぶ
子

　恋
人
を
失
っ
て
思
い
屈
し
た
果
て
に
、
東
国
へ
の
下
向
を
決
意
し
た
業
平
は
、
三み

河か
わ

の
国
郡
司
の
館
で
、
筒
井
の
周
り
で
遊
ぶ
童わ

ら
わた

ち
を
目
に
す
る
。
筒
井
の
記
憶
を
呼
び

覚
ま
し
た
業
平
は
「
筒
井
は
童
の
遊
ぶ
と
こ
ろ
の
み
な
ら
ず
、
恋
の
行
く
え
に
も
関
わ

る
話
し
が
…
…
。」
と
、
旅
の
つ
れ
づ
れ
に
語
り
始
め
る
。
同
行
の
供
人
「
憲の

り

明あ
き
ら」「

元も
と

親ち
か

」、
僧
「
覚か

く

行ぎ
ょ
う」

も
杯

さ
か
ず
きを

手
に
耳
を
傾
け
る
。

52

物
語
（
一
）

P052-053_SKO030_学びを広げる_小説伊勢物語_05精古_古文_申.indd   52 2021/04/22   20:37

93

桜
巒
春
容

一

　筆
者
は
︑「
飛
鳥
・
墨
陀
」（
92
・
4
）
の
春
の
様
子
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
︑
ま

と
め
て
み
よ
う
︒

二

　筆
者
は
︑「
相
馬
氏ノ

邸
内
」（
92
・
4
）
の
春
の
様
子
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
︑
説

明
し
て
み
よ
う
︒

一

　「勝
」（
92
・
6
）︑「
絶
」（
92
・
9
）︑「
冠
」（
92
・
9
）
に
つ
い
て
︑
本
文
中
と
同
じ
意
味
で

こ
の
字
を
用
い
て
い
る
熟
語
を
あ
げ
て
み
よ
う
︒

課
題

語
句
と
表
現

句
法

●

豈ニ

～
耶

　ど
う
し
て
～
か
︑
い
や
～
な
い
︒

［
反
語
］

●

不
レ

能ハ
二

～（
ス
ル
コ
ト
）

 

　
　～
で
き
な
い
︒［
不
可
能
］

●

独リ

～ノ
ミ

　～
だ
け
だ
︒［
限
定
］

●

為ル
二

A
所ト 

B 

　A
に
B
さ
れ
る
︒［
受
身
］

●

豈ニ

啻ダ
ニ

 

～
而
已ナ

ラ
ン

  

哉

　ど
う
し
て
～
だ
け

だ
ろ
う
か
︑
い
や
～
だ
け
で
は
な
い
︒ 

［
累
加
］

＊
訓
読
で
注
意
す
る
語

　焉

　而

　則

　矣

　可

　与

　為

　然

　乃

　過

一

　ノ

一レ

　（ス
ル
）

　
鶴
梁
文
鈔

　林
鶴
梁
の
漢
文
集
︒
十
巻
︒

　
林
鶴
梁

　一
八
〇
六（
文ぶ

ん

化か

三
）年
～
一
八
七
八（
明

治
一
一
）
年
︒
名
は
長ち

ょ
う

孺じ
ゅ

︒
鶴
梁
は
号
︒

上こ
う

野ず
け

高た
か

崎さ
き

（
現
在
の
群
馬
県
）
の
人
︒
幕

末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
漢
学
者
︒

赤坂絵図（『江戸切絵図』　江戸時代後期）
中央付近に「相馬大

だい

膳
ぜんの

亮
すけ

」の文字が見える。
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92

日
本
の
漢
詩
文

	

漫ま
ん
タ
リ

	

焉	

斯こ
レ	

疑ヒ	

雲カ
ト、	而し
か
モ	

色ハ	

則す
な
は
チ

	

艶え
ん
ナ
リ

	

矣
。	翻タ

リ

	

焉	

斯レ	

訝い
ぶ
か
リ

	

鷺さ
ぎ
カ
ト、	而モ	

香ハ	

則チ	

淡ナ
リ

	

矣
。	姿	

態	

妖	

冶ニ
シ
テ

	

韻	

致	

瀟せ
う	

洒し
や
タ
リ。	又	

非	

雪	

華	

柳り
う	

絮じ
よ	

之の	

可べ
キ
ニ

	

喩た
と
フ、	豈あ
ニ	

非ザ
ラ
ン

	

桜	

花	

之	

逞	

春	

容ヲ	

耶や

。	都	

人	

往	

往ニ
シ
テ

	

賞ス
ル
ハ

	

花ヲ	

於	

飛	

鳥	

墨す
み	

陀だ
ニ

、	以テ	

其ノ	

多キ
ヲ

	

花	

也
。	而シ

テ

	

相	

馬	

氏ノ	

邸	

内ハ	

岡か
う	

巒ら
ん	

畳で
ふ	

連れ
ん
シ、	挺て
い	

抜ば
つ
シ
テ

	

而	

凸と
つ
タ
リ。	地ハ	

清ク	

趣ハ	

幽ニ
シ
テ、	境ト	

与と	

花	

称か
な
フ	

矣
。	此こ

れ	

為た
リ	

麻ま	

渓け
い	

第	

一ノ	

勝
。	但た

ダ	

視	

之ヲ	

飛	

鳥	

墨	

陀ニ	

花	

数ノ	

不ず	

能あ
た
ハ	

望ム
コ
ト

	

半バ
ヲ。	然	

飛	

鳥	

墨	

陀ハ	

則チ	

遊	

客	

雑ざ
つ	

遝
、	頗す

こ
ぶ
ル

	

為リ	

殺	

風	

景
。	独リ	

此ノ	

花ノ
ミ

	

在リ
テ

	

幽	

清	

之	

境ニ

、	不	

為な
ラ	

点て
ん	

塵ぢ
ん
ノ	

所ト	

汚け
が
ス。	乃す
な
は
チ

	

其ノ	

過は
な
は
ダ

	

絶	

於	

飛	

鳥	

墨	

陀ニ	

遠シ	

矣
。	豈ニ	

啻た
ダ
ニ

	

其ノ	

冠タ
ル

	

麻	

渓ニ	

而の	

已	

哉や

。 ＊

レ

＊

＊

＊

レ

3

4

あ
ら　ズ

ン
バ二

❶

5

＊

一レ

三

た
く
ま
シ
ク

　ス
ル
コ
ト二

一

6

二

7
　あ

　す

　か

・

一

二

一レ

＊

8

9

10

❷

＊

レ

＊

二
11

一

く
ら　ブ

レ
バ二

・

一

レ

レ

レ

＊	し
か

	

　レ
ド
モ

・

12

		

た
ふ
シ

二

❸

一

二

一

レ

二

一レ

＊

＊

　ス
ル

　
　コ
ト二

・

一

二

一

 

み　ナ
ラ
ン

	

（
鶴
梁
文ぶ
ん

鈔せ
う

）

桜あ
う	

巒ら
ん	

春し
ゆ
ん	

容よ
う	

林
鶴か

く

梁り
や
う

1

2

510

1
桜
巒

　桜
の
咲
い
た
小
高
い
丘
︒「
巒
」
は
︑

山
や
丘
を
い
う
︒

2
春
容

　春
の
景
色
︒
春
真
っ
盛
り
の
様
子
︒

3
妖
冶

　あ
で
や
か
で
美
し
い
さ
ま
︒

4
韻
致
瀟
洒

　風
流
な
味
わ
い
が
清
ら
か
で
あ

る
さ
ま
︒

5
柳
絮

　柳
に
生
じ
る
白
い
綿
毛
︒
風
に
吹
か

れ
て
雪
の
よ
う
に
舞
い
散
る
︒

問
❶
「
雪
華
柳
絮
」
は
何
を
た
と
え
た
も
の
か
。

6
都
人

　江
戸
の
人
々
︒

7
飛
鳥
・
墨
陀

　飛
鳥
山
（
東
京
都
北
区
）
と

隅
田
川
（
↓
83
ペ
ー
ジ
注
1
）
沿
い
の
土
手
︒

い
ず
れ
も
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
︒

8
相
馬
氏
邸
内

　陸む

奥つ

の
国
盛も

り

岡お
か

藩は
ん

（
現
在
の

岩
手
県
中
部
か
ら
青
森
県
東
部
）
相
馬
氏
の

藩
邸
内
︒
現
在
は
有あ

り
す
が
わ
の

栖
川
宮み

や

記
念
公
園
（
東

京
都
港
区
）
に
な
っ
て
い
る
︒

9
畳
連

　重
な
り
続
く
︒

10
挺
抜

　周
囲
か
ら
抜
け
出
て
い
る
︒

問
❷
「
凸
」
と
は
何
の
ど
の
よ
う
な
状
態
か
。

11
麻
渓

　江
戸
時
代
の
麻あ

ざ

布ぶ

谷た
に

（
現
在
の
東
京

都
港
区
）
付
近
︒
鶴
梁
は
こ
の
周
辺
に
住
ん

で
い
た
︒

12
遊
客
雑
遝

　多
く
の
人
が
入
り
乱
れ
る
︒

問
❸
「
殺
風
景
」
な
の
は
な
ぜ
か
。
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シ
テ

　い
や
い
か
に
思
ふ
と
も
、
今
は
打
た
で
は
か
な
ふ
ま
じ
と
、
枕
に
立
ち
寄
り
ち
や
う
ど
打
て
ば
、

ツ
レ

　こ
の
上
は
と
て
立
ち
寄
り
て
、
わ
ら
は
は
あ
と
に
て
苦
を
見
す
る
。

シ
テ

　今
の
恨
み
は
あ
り
し
報
ひ

ツ
レ

　瞋し
ん

恚に

の
炎ほ

ぶ
ら
は
、

シ
テ

　身
を
焦
が
す
、

ツ
レ

　思
ひ
知
ら
ず
や
、

シ
テ

　思
ひ
知
れ
。

地
謡

　恨
め
し
の
心
や
、
あ
ら
恨
め
し
の
心
や
。
人
の
恨
み
の
深
く
し
て
、
憂
き
音ね

　
　
　に
泣
か
せ
給
ふ
と
も
、
生
き
て
こ
の
世
に
ま
し
ま
さ
ば
、
水
暗
き
、

　
　
　沢
辺
の
蛍
の
影
よ
り
も
、
光
る
君
と
ぞ
契
ら
ん
。

シ
テ

　わ
ら
は
は
蓬

よ
も
ぎ

生ふ

の
、

地
謡

　も
と
あ
ら
ざ
り
し
身
と
な
り
て
、
葉
末
の
露
と
消
え
も
せ
ば
、

　
　
　そ
れ
さ
へ
こ
と
に
恨
め
し
や
。
夢
に
だ
に
、
返
ら
ぬ
も
の
を
わ
が
契
り
、

　
　
　昔
語
り
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
な
ほ
も
思
ひ
は
真ま

澄す

鏡か
が
み、
そ
の
面
影
も
恥
づ
か
し
や
、

　
　
　枕
に
立
て
る
破や

れ
車
、
う
ち
乗
せ
隠
れ
行
か
う
よ
、
う
ち
乗
せ
隠
れ
行
か
う
よ
。

今
は
打
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
、
枕
も
と
に
立
ち
寄
っ
て
は
っ
し
と
打
つ
と
、

あ
な
た
の
仕
打
ち
へ
の
報
い

怒
り
の
炎
は
、

わ
か
ら
な
い
の
で
す
か
、

私
が
あ
な
た
へ
の
恨
み
を
深
く
し
て
、
あ
な
た

が
苦
し
み
悲
し
い
声
で
お
泣
き
に
な
っ
て
も
、
生
き
て
こ
の
世
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
ば

光
る
君
と
ず
っ
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

一
方
私
は
荒
れ
果
て
た
宿
で
、

光
る
君
と
無
関
係
の
身
と
な
っ
て

葉
末
に
宿
る
露
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、

あ
な
た
が
恨
め
し
い
。

夢
で
さ
え
取
り
戻
せ
な
い
も
の
は
光
る
君
と
私
の
仲
。

二
人
の
仲
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
、
だ
か
ら
こ
そ
一
層
思
い
は
増
し
、
鏡
に
映
る
そ
の
面
影
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
、

枕
も
と
に
あ
る
こ
の
壊
れ
た
車
に
あ
な
た
を
乗
せ
て
連
れ
て
行
き
、
あ
の
世
に
隠
れ
て
し
ま
お
う
。

そ
う
言
っ
て
生
き
霊
は
姿
を
消
す
。
臣
下
は
そ
こ
で
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

従
者
（
ア
イ
）
に
命
じ
、
偉
大
な
法
力
を
も

つ
横
川
の
小
聖
を
呼
ぶ
。
祈き

禱と
う

を
始
め
る
と
鬼
女
の
姿
と
な
っ
た
六
条
御
息
所
が
現
れ
、
激
し
く
争
う
。

六
条
御
息
所
の
怨
霊
は
、
横
川
の
小
聖
の
祈
禱
に
よ
っ
て
調
伏
さ
れ
、
心
安
ら
か
に
成
仏
す
る
。

後
シ
テ
（
般は

ん
に
ゃ若
の
面
）
と
ワ
キ
。
後
ろ

に
い
る
の
は
囃
子
方
。

前
シ
テ
の
面
（
泥で

い

眼が
ん

）。
葵
の
上
（
出で

小こ

袖そ
で

）
を
打
ち

据
え
る
。
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1
後
妻
打
ち

　離
縁
さ
れ
た
前
妻
が

後
妻
に
い
や
が
ら
せ
を
す
る
習
俗
。

　能
に
は
『
源
氏
物
語
』
を
題
材
に
し
た
演
目
が
多
く
あ
る
。
次
に
示
し
た
「
葵
上
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
作
品
か
調
べ
、

『
源
氏
物
語
』
と
の
共
通
点
や
相
違
点
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

学
び
を
広
げ
る

能
「
葵

あ
ふ
ひ
の

上う
へ

」

シ
テ

　あ
ら
恨
め
し
や
、
今
は
打
た
で
は
か
な
ひ
候さ

う
ら
ふ
ま
じ
。

ツ
レ

　

 

あ
ら
あ
さ
ま
し
や
六
条
の
、
御
息
所
ほ
ど
の
御
身
に
て
、
後う

は
な
り妻

打
ち
の
御
振
る
舞
ひ
、
い
か

で
さ
る
こ
と
候
ふ
べ
き
。
た
だ
思お

ぼ

し
召
し
と
ま
り
給た

ま

へ
。

こ
の
女
を
打
ち
据
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

六
条
御
息
所
ほ
ど
の
ご
身
分
で

1

お
や
め
下
さ
い
。

登
場
人
物

シ
テ 

主
人
公 
前
シ
テ 

上じ
ょ
う

臈ろ
う

姿
の
六
条
御
息
所
（
生
き
霊
）

 
 

後の
ち

シ
テ 

鬼
相
の
六
条
御
息
所
（
生
き
霊
）

ツ
レ 

シ
テ
の
助
演
者 

霊
を
導
く
照て
る

日ひ

の
巫み

女こ

ワ
キ 

主
人
公
の
相
手
役 
霊
と
戦
う
横よ

川か
わ

の
小こ

聖ひ
じ
り（
行
者
）

ワ
キ
ツ
レ 

ワ
キ
の
助
演
者 
朱す

雀ざ
く

院
の
臣
下

ア
イ
（
狂
言
方
） 

進
行
役 

 
左
大
臣
家
の
従
者

能
の
役
割

シ
テ
方か
た

・
ワ
キ
方
・
囃は
や
し子
方
・
狂
言
方

＊�

シ
テ
方
に
は
、
演
者
の
他
に
斉
唱
を
担
う
「
地じ

謡う
た
い」、
舞
台
上
の
補
佐
役
「
後こ
う

見け
ん

」
が
い
る
。

左
大
臣
邸
。
葵
の
上
に
と
り
つ
く
物
の
怪
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
梓あ

ず
さ

の
呪
法
を
使
う
照
日

の
巫
女
が
朱
雀
院
の
臣
下
に
呼
び
出
さ
れ
る
。
梓
弓
の
弦
の
音
に
引
か
れ
て
生
き
霊
（
前
シ
テ
）
が

現
れ
、
や
る
せ
な
い
思
い
を
述
べ
、
六
条
御
息
所
で
あ
る
と
名
乗
る
。
生
き
霊
は
葵
の
上
へ
の
恨
み

を
語
る
う
ち
心
が
高
ぶ
り
、
激
し
い
嫉
妬
で
葵
の
上
を
打
ち
据
え
る
。
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近
体
詩

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

土
岐
善
麿

　

	
 

床と
こ

に
さ
す

　月
か
げ

　
　
　
　う
た
が
い
ぬ

　霜
か
と

	
 

仰
ぎ
て
は

　山
の
月
を
見

　
　う
な
だ
れ
て
は

　お
も
う
ふ
る
さ
と

	
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

井
伏
鱒
二

　

	
 

ネ
マ
ノ
ウ
チ
カ
ラ
フ
ト
気
ガ
ツ
ケ
バ

　
　霜
カ
ト
オ
モ
フ
イ
イ
月
ア
カ
リ

	
 

ノ
キ
バ
ノ
月
ヲ
ミ
ル
ニ
ツ
ケ

　
　
　
　
　ザ
イ
シ
ヨ
ノ
コ
ト
ガ
気
ニ
カ
カ
ル

	
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

横
山
悠
太

　

	
 

ね
ま
の
あ
た
り
に

　つ
き
か
げ
お
ち
て

　
　ふ
と
み
ま
ち
が
う

　に
わ
の
し
も
か
と

	
 

こ
う
べ
を
あ
げ
て

　つ
き
な
が
め
れ
ば

　
　こ
う
べ
は
た
れ
て

　ふ
る
さ
と
お
も
う

　

　
　こ
の
中
か
ら
好
き
な
訳
を
一
つ
選
び
︑
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
み
よ
う
︒

　

　
　

 

近
体
詩
︵
26
～
31
ペ
ー
ジ
︶
の
中
か
ら
一
つ
選
び
︑
こ
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
訳
を
参
考
に
︑

表
現
の
仕
方
を
工
夫
し
て
訳
し
て
み
よ
う
︒

土
岐
善
麿

　一
八
八
五
︵
明
治
一
八
︶
年
～
一
九

八
〇
︵
昭
和
五
五
︶
年
︒
東
京
都
の
生
ま
れ
︒
歌

人
︑
国
語
学
者
︒

鶯
う
ぐ
い
すの

卵

　︵一
九
五
六
年
︶

井
伏
鱒
二

　一
八
九
八
︵
明
治
三
一
︶
年
～
一
九

九
三
︵
平
成
五
︶
年
︒
広
島
県
の
生
ま
れ
︒
小
説

家
︒

厄や
く

除よ

け
詩
集

　︵一
九
三
七
年
︶

横
山
悠
太

　一
九
八
一
︵
昭
和
五
六
︶
年
～
︒
岡

山
県
の
生
ま
れ
︒
作
家
︑
日
本
語
教
師
︒

唐
詩
和
訓

―
ひ
ら
が
な
で
読
む
名
詩
100

　︵二

〇
一
九
年
︶

510
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漢
詩

一

　そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
表
現
さ
れ
て
い
る
情
景
や
心
情
に
つ
い
て
︑
ま
と
め
て
み
よ
う
︒

二

　好
き
な
詩
を
選
ん
で
暗
唱
し
て
み
よ
う
︒
ま
た
︑
そ
の
詩
に
つ
い
て
鑑
賞
文
を
書
い
て
み

よ
う
︒

一

　そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
詩
形
・
押お

う

韻い
ん

を
調
べ
て
み
よ
う
︒

二

　律
詩
の
対
句
を
抜
き
出
し
︑
そ
の
構
造
を
説
明
し
て
み
よ
う
︒

　　　
　

 

　古
来
︑
漢
詩
は
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
も
数
多
く
作
ら
れ
︑
近
代
以
降
も
夏
目
漱そ

う

石せ
き

︑

正
岡
子し

規き

な
ど
が
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
土と

岐き

善ぜ
ん

麿ま
ろ

・
井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ

ら
に
よ

っ
て
︑
漢
詩
を
日
本
語
で
訳
す
試
み
も
行
わ
れ
た
︒
彼
ら
の
訳
は
︑
漢
詩
の
言
葉
を
た
だ

日
本
語
に
訳
す
だ
け
で
は
な
く
︑
訳
自
体
が
独
立
し
た
一
つ
の
作
品
に
な
っ
て
い
る
︒
こ

こ
で
は
李
白
「
静せ

い

夜や

思し

」
の
訳
を
見
て
み
よ
う
︒

課
題

語
句
と
表
現

学
び
を
広
げ
る

　
　

 

訳
詩
の
試
み

1

2

牀	

前ぜ
ん	

看み
ル	

月	

光ヲ	

　

	

疑	

是こ
レ	

地	

上ノ	

霜カ
ト

挙ゲ
テ

	

頭か
う
べ
ヲ

	

望ミ	

山	

月ヲ	

　

	

低た
レ
テ

	

頭ヲ	

思フ	

故	

郷ヲ	

し
や
う

二

一

 

フ
ラ

 

　ク
ハ

レ

二

一

レ

二

一

�

　（唐
詩
選
）

	

静	

夜	

思	

李
白	

句
法

●

但ダ（
惟
）～（

ス
ル
）ノ
ミ　

　～
だ
け
だ
︒［
限
定
］

●

何ゾ

～（
セ
ン
）

 

　ど
う
し
て
～
か
︑い
や
～
な
い
︒［
反
語
］

●

莫カ
レレ

～（
ス
ル
）

 

　～
し
て
は
い
け
な
い
︒［
禁
止
］

＊
訓
読
で
注
意
す
る
語

　須

　自

　若

　従

　若

1
夏
目
漱
石

　（↓
85
ペ
ー
ジ
）

2
正
岡
子
規

　（↓
86
ペ
ー
ジ
）

李
白

　（↓
28
ペ
ー
ジ
）

5
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5

16
け
し
う
は
お
は
せ
じ

　一
命
を
落
と
さ
れ
る
こ

と
は
あ
る
ま
い
。

＊
語
句

な
や
む

　や
む
ご
と
な
し

　調
ず

　こ
ち
た
し

　

ら
う
た
げ
な
り

　わ
づ
ら
は
し

　

恥
づ
か
し
げ
な
り

　け
し

み
じ
。
心
憂
き
目
を
見
せ
給
ふ
か
な
。」
と
て
、
も
の
も
聞
こ
え
給
は
ず
泣
き
給
へ
ば
、

例
は
い
と
わ
づ
ら
は
し
う
恥
づ
か
し
げ
な
る
御
ま
み
を
、
い
と
た
ゆ
げ
に
見
上
げ
て
う
ち

ま
も
り
き
こ
え
給
ふ
に
、
涙
の
こ
ぼ
る
る
さ
ま
を
見
給
ふ
は
、
い
か
が
あ
は
れ
の
浅
か
ら

む
。　あ

ま
り
い
た
う
泣
き
給
へ
ば
、
心
苦
し
き
親
た
ち
の
御
こ
と
を
思
し
、
ま
た
、
か
く
見

給
ふ
に
つ
け
て
口
惜
し
う
お
ぼ
え
給
ふ
に
や
と
思
し
て
、「
何
ご
と
も
、
い
と
か
う
な
思

し
入
れ
そ
。
さ
り
と
も
、
け
し
う
は
お
は
せ
じ
。
い
か
な
り
と
も
、
必
ず
逢あ

ふ
瀬
あ
な
れ

＊

＊
16
＊

六条御息所（『焔
ほのお

』　上
うえ

村
むら

松
しょう

園
えん

筆　大正時代）
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152

﹁
三
国
志
﹂
の
世
界

	
	

三
国
志	

の
世
界

500

1000

1500

後漢

三国
西晋

東晋

南北朝

隋

唐

五代

北宋

南宋

元

明

『
三
国
志
』

『
十
八
史
略
』

『
三
国
志
演
義
』

　三
世
紀
初
め
の
後
漢
末
の
中
国
で
は
︑
曹そ

う

操そ
う

が
率
い
る
魏ぎ

︑

漢
王
朝
の
継
承
を
唱
え
る
劉

り
ゅ
う

備び

の
蜀し

ょ
く︑

孫そ
ん

権け
ん

が
守
る
呉ご

の
三

国
が
鼎て

い

立り
つ

︑
群
雄
が
割
拠
し
て
覇
を
競
っ
た
︒

　そ
の
激
動
の
時
代
を
舞
台
と
し
た
物
語
は
︑
時
を
超
え
て

人
々
に
愛
さ
れ
続
け
︑「
三
国
志
」
の
世
界
と
呼
ぶ
べ
き
一

つ
の
領
域
を
形
成
し
て
い
る
︒

呉
孫
そんけん

権

　そ
の
激
動
の
時
代
を
舞
台
と
し
た
物
語
は
︑
時
を
超
え
て

人
々
に
愛
さ
れ
続
け
︑「
三
国
志
」
の
世
界
と
呼
ぶ
べ
き
一

下
か

邳
ひ

淮河

建
けんぎょう

業
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153

※人形は人形劇『三国志』（川
かわ

本
もと

喜
き

八
はち

郎
ろう

）による。

魏

蜀
劉
りゅうび

備

曹
そうそう

操曹
そうそう

操

※人形は人形劇『三国志』（川
かわ

本
もと

喜
き

八
はち

郎
ろう

）による。

蜀
劉
りゅうび

備

洛
らくよう

陽

南
なんよう

陽

新
しん

野
や

襄
じょうよう

陽

許
きょ

官
かん

渡
と

涿
たく

黄河

長江

洞庭湖

赤
せきへき

壁

江
こうりょう

陵

長
ちょうはん

坂

隆
りゅうちゅう

中

夷
いりょう

陵

長
ちょうあん

安五
ごじょうげん

丈原

成
せい

都
と

街
がいてい

亭
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5

　菅
原
道
真
は
、
平

た
い
ら
の

将ま
さ

門か
ど

、
崇す

徳と
く

院
と
と
も
に
「
日
本
三
大
怨
霊
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
か
ら
一
人
を
選
び
、
そ
の
経
歴
や
ま
つ
わ
る
で
き
ご
と
、
さ
ら
に

は
怨
霊
化
し
た
彼
ら
を
取
り
扱
っ
た
作
品
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
調
べ
て
発
表

し
て
み
よ
う
。
ま
た
、
お
互
い
の
発
表
を
聞
い
て
、
こ
れ
ら
の
人
物
の
事
跡
が
現
在
ま
で

伝
え
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

学
び
を
広
げ
る

日
本
三
大
怨
霊

怨霊として描かれた菅原道真（『神霊菅原道真実記』豊
とよ

原
はら

国
くに

周
ちか

筆　明治時代中期）

平将門の首塚（東京都千代田区）

怨霊となった崇徳院と西
さい

行
ぎょう

（『雨
う

月
げつ

物語』「白
しら

峯
みね

」）

176

物
語
（
一
）
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籍
、
往
来
物
と
呼
ば
れ
る
教
科
書
、
名
所
案
内
や
新
聞
、
魔
除よ

け
の
絵
等
々
。
あ
ら
ゆ
る
印
刷
物
が
出
版
さ
れ
、
今
と

変
わ
ら
な
い
豊
か
な
出
版
文
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　そ
の
一
端
を
、
実
際
に
眺
め
て
み
よ
う
。

江戸時代の瓦
かわら

版
ばん

（『肥
ひ

後
ごの

国
くに

海
かい

中
ちゅう

の怪
かい

（アマビエの図）』）

江戸の名所を並べた双六（『新
しん

撰
せん

工
く

夫
ふう

双
すご

六
ろく

』）
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31

近
体
詩

莫な
カ
レ

	

笑フ	

農	

家	

臘ら
ふ	

酒し
ゆ
ノ	

渾	

豊	

年	

留	

客ヲ	

足ル	

鶏	

豚	

山	

重ち
よ
う	

水	

複	

疑フ
ニ

	

無キ
カ
ト

	

路み
ち	

柳	

暗	

花	

明	

又	

一	

村	

簫せ
う	

鼓こ	

追	

随シ
テ

	

春	

社	

近ク	

衣	

冠	

簡	

朴ニ
シ
テ

	

古	

風	

存ス	

従よ
リ	

今	

若も
シ	

許サ
バ

	

閑し
づ
カ
ニ

	

乗ズ
ル
ヲ

	

月ニ	

拄	

杖つ
ゑ
ヲ	

無ク	

時	

夜	

叩た
た
カ
ン

	

門ヲ	

遊ブ	

山	

西ノ	

村ニ		

陸り
く

游い
う	

二
1

一

レ

2

に
ご　レ
ル
ヲ

と
ど　ム

ル
ニレ

二

一

3

レ

レ

❶
4

5

6

7

＊

レ

＊

二

8

一レ

		

つ
イ
テレ

9

レ

レ

�

　（宋そ
う

詩し

選せ
ん

註ち
ゆ
う

）

浙江省の山村

510

陸
游

　一
一
二
五
年
～
一
二
一
〇
年
︒
字
は
務む

観か
ん

︒

号
は
放ほ

う

翁お
う

︒
南な

ん

宋そ
う

の
詩
人
︒

1
山
西
村

　現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省
紹
興
市
付
近
の
村
︒
陸

游
の
郷
里
︒

2
臘
酒

　年
の
暮
れ
に
作
る
酒
︒

3
山
重
水
複

　山
が
重
な
り
︑
川
が
入
り
組
む
︒

問
❶
「
柳
暗
花
明
又
一
村
」
と
は
ど
の
よ
う
な
情
景

か
。

4
簫
鼓

　簫
の
笛
と
太
鼓
︒

5
春
社

　春
の
祭
り
︒

6
簡
朴

　簡
素
で
飾
り
気
が
な
い
︒

7
古
風

　古
い
風
俗
︒

8
乗
レ

月

　月
明
か
り
を
頼
り
に
す
る
︒

9
無
レ

時

　時
を
決
め
ず
に
︒
訪
れ
た
い
時
は
い
つ

で
も
︒
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編
集
上
の
工
夫

編
集
上
の
工
夫



古
典
探
究

古
文
編
・
漢
文
編　

各 

二
七
、
〇
〇
〇
円
（
税
込
）

59 58

❶
指
導
資
料
﹇
Ｂ
５
判
・
四
分
冊
﹈

　

◦ 

教
材
ご
と
に
丁
寧
な
解
説
を
加
え
、
わ
か
り
や
す
く
具
体
的
な
授
業
展
開
例
や
、

指
導
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

◦
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
も
付
属
し
ま
す
。

❷
教
師
用
教
科
書
﹇
Ａ
５
判
﹈

　

◦
教
科
書
と
同
じ
体
裁
の
本
に
注
釈
を
付
記
。
授
業
準
備
の
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

　

◦
指
導
書
セ
ッ
ト
内
に
一
冊
同
梱
。
分
売
可
。

❸
指
導
用
デ
ー
タ
内
容
紹
介
﹇
Ｂ
５
判
﹈

　

◦ 

付
属
の
「
指
導
用
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
」
お
よ
び
採
用
校
向
け
の
専
用
サ
イ
ト
「
こ

と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
ご
提
供
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
指
導
用
デ
ー
タ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

❹
指
導
用
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
﹇
１
枚
﹈

　

◦ 

教
科
書
原
文
テ
キ
ス
ト
（
Ｗｏ
ｒ
ｄ
・
一
太
郎
）、
教
科
書
紙
面
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

を
収
録
。

❺
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ

　

◦�

採
用
校
向
け
の
専
用
サ
イ
ト
「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」 ▼

p.61 

か
ら
、

下
記
の
指
導
用
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す 「

指
導
と
評
価
」を
支
え
る 

指
導
書・教
材

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ
一
覧

授
業
準
備
お
よ
び
実
際
の
授
業
に
必
要
な

資
料
・
デ
ー
タ
類
が
全
て
そ
ろ
う
セ
ッ
ト
！

指
導
書

…
Ｗｏ
ｒ
ｄ   

…
一
太
郎  

…
Ｐ
Ｄ
Ｆ  

…
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

＊
ア
イ
コ
ン
が
な
い
も
の
は
、
そ
の
他
の
形
式
の
デ
ー
タ
で
す
。

◦
基
本
テ
ス
ト 

 
 

…
漢
字
や
語
句
を
確
認
す
る
小
テ
ス
ト
。

◦
テ
ス
ト
問
題 

 

　
　
　

…
教
科
書
教
材
を
使
っ
た
難
易
度
別
テ
ス
ト
問
題
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
解
答
用
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

◦
構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト 

 
 

…
穴
埋
め
し
な
が
ら
本
文
の
構
成
や
内
容
を
理
解
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
。

◦
本
文
語
句
シ
ー
ト 

 

　

… 

本
文
の
重
要
語
句
の
意
味
を
辞
書
で
調
べ
た
り
、
短
文
作
っ
た
り
し
な
が
ら

定
着
さ
せ
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
。﹇
古
文
の
み
﹈

◦
品
詞
分
解
シ
ー
ト 

 

…
品
詞
分
解
を
書
き
込
む
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
。﹇
古
文
の
み
﹈

◦
書
き
下
し
文
／
口
語
訳
デ
ー
タ 

 

… 

指
導
資
料
に
あ
る
書
き
下
し
文
と
口
語
訳
を
抜
き
出
し
た
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
。

◦
学
習
課
題
ノ
ー
ト
デ
ー
タ 

 
 

…
別
売
の
「
学
習
課
題
ノ
ー
ト
」 ▼

p.59  

の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
。

◦
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
課
題 

 

　
　
　

…
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
成
す
る
た
め
の
記
述
式
課
題
。

◦
提
示
用
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト 

 

…
本
文
の
構
成
や
口
語
訳
を
提
示
す
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
デ
ー
タ
。

◦
提
示
用
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

… 「
こ
と
ま
な
ビ
ュ
ー
ア
」
や
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
、
拡
大
や
書
き
込
み
を
行
い
な
が
ら
提
示
で
き
る
教
科
書
紙

面
デ
ー
タ
。

◦
朗
読
音
声
…
一
部
の
古
文
作
品
と
漢
詩
の
朗
読
音
声
。
漢
詩
に
は
中
国
語
読
み
も
つ
き
ま
す
。

◦
漢
文
エ
デ
ィ
タ
…
返
り
点
や
送
り
仮
名
な
ど
を
簡
単
に
編
集
で
き
る
ソ
フ
ト
。
▼

p.62

◦
付
属
教
材
集 

 
 

…
教
科
書
教
材
と
は
別
に
、
授
業
や
テ
ス
ト
に
活
用
で
き
る
教
材
集
。
テ
ス
ト
問
題
付
き
。

◦
指
導
資
料
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版 

　
　

… 

指
導
書
内
の
指
導
資
料
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
れ
て
持
ち
運
ん
だ
り
、
必
要
な
情
報
を
検
索
し

た
り
で
き
ま
す
。

◦
こ
と
ま
な
辞
書
『
新
明
解
国
語
辞
典 

第
八
版
』『
全
訳
読
解
古
語
辞
典 

第
五
版
』『
全
訳
漢
辞
海 

第
四
版
』

…
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
・
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
そ
れ
ぞ
れ
五
台
ま
で
使
え
る
ラ
イ
セ
ン
ス
が
付
属
し
ま
す
。 

▼
p.64

◦
評
価
支
援
ツ
ー
ル 

…
観
点
別
評
価
の
記
録
、
評
定
へ
の
換
算
が
で
き
る
ツ
ー
ル
。 

▼
p.60 

生
徒
用
教
材

　 

天
人
が
翁
に
か
ぐ
や
姫
を
育
て
さ
せ
た
理
由
が
わ
か
る
部
分
を
、
本
文
中
か
ら

二
十
七
字
で
抜
き
出
し
、
最
初
と
最
後
の
五
字
を
答
え
な
さ
い
。（
句
読
点
を
含
む
。）

 

〜 

　 

「
え
と
ど
む
ま
じ
け
れ
ば
、
た
だ
さ
し
仰
ぎ
て
泣
き
を
り
。」（
43
・
14
）
と
あ
る
が
、

①
誰
を
「
え
と
ど
む
ま
じ
け
れ
」
な
の
か
、
②
誰
が
「
た
だ
さ
し
仰
ぎ
て
泣
き
を

り
」
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

　
① 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
② 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

「
御
心
惑
ひ
ぬ
。」（
44
・
３
）
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の

中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
か
ぐ
や
姫
が
自
分
か
ら
外
に
出
た
の
で
、
翁
の
心
が
動
揺
し
た
。

イ
　
か
ぐ
や
姫
が
自
分
を
見
送
っ
て
く
れ
と
言
っ
た
の
で
、
翁
の
心
が
動
揺
し
た
。

ウ
　
翁
が
天
人
へ
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
の
で
、
か
ぐ
や
姫
の
心
が
動
揺
し
た
。

エ
　
翁
が
か
ぐ
や
姫
に
向
か
っ
て
泣
き
な
が
ら
嘆
い
た
の
で
、
か
ぐ
や
姫
の
心
が
動

揺
し
た
。 

　 

「
壺つ

ぼ

な
る
御
薬
奉
れ
。」（
45
・
２
）
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

①「
奉
れ
（
奉
る
）」
と
意
味
・
用
法
が
同
じ
言
葉
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
そ
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　「（
人
を
）
遣や

る
」
の
謙
譲
語
。
　
　
イ
　「
乗
る
」
の
尊
敬
語
。

ウ
　「
飲
む
」「
食
ふ
」
の
尊
敬
語
。
　
　
エ
　「
着
る
」
の
尊
敬
語
。 

5678

　 

「
お
ほ
や
け
に
御
文
奉
り
給
ふ
。」（
45
・
８
）
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も

の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　「
奉
り
」
は
「（
人
を
）
遣
る
」
の
謙
譲
語
、「
給
ふ
」
は
尊
敬
の
動
詞
で
、
帝

が
か
ぐ
や
姫
に
人
を
遣
わ
さ
れ
た
と
い
う
意
味
。

イ
　「
奉
り
」
は
「（
人
を
）
遣
る
」
の
謙
譲
語
、「
給
ふ
」
は
尊
敬
の
動
詞
で
、
か

ぐ
や
姫
が
帝
に
人
を
遣
わ
さ
れ
た
と
い
う
意
味
。

ウ
　「
奉
り
」
は
「
与
ふ
」「
贈
る
」
の
謙
譲
語
、「
給
ふ
」
は
尊
敬
の
補
助
動
詞
で
、

か
ぐ
や
姫
が
帝
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
な
さ
る
と
い
う
意
味
。

エ
　「
奉
り
」
は
「
与
ふ
」「
贈
る
」
の
謙
譲
語
、「
給
ふ
」
は
尊
敬
の
補
助
動
詞
で
、

帝
が
か
ぐ
や
姫
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
な
さ
る
と
い
う
意
味
。 

　　 

「
君
を
あ
は
れ
と
思
ひ
出
で
け
る
」（
45
・
15
）
に
は
、
誰
の
、
誰
に
対
す
る
、
ど

の
よ
う
な
思
い
が
表
れ
て
い
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

と
い
う
思
い
。

　 

「
こ
の
衣
着
つ
る
人
は
、
も
の
思
ひ
な
く
な
り
に
け
れ
ば
、」（
46
・
２
）
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
思
い
が
失
わ
れ
た
の
か
。
そ
の
思
い
を
示
す
部
分
を
本
文
中
か
ら
十
八

字
で
抜
き
出
し
、
最
初
と
最
後
の
三
字
を
答
え
な
さ
い
。（
句
読
点
を
含
む
。）

 

〜 

　 9難1011

振
り
返
ろ
う

登
場
人
物
の
行
動
と
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
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◇
か
ぐ
や
姫
の
昇
天

語
句
・
文
法
を
確
認
し
よ
う

　 

次
の
　
　
線
部
の
語
句
の
本
文
中
で
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

①
念
じ
て
射
む
と
す
れ
ど
も
、（
42
・
６
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
ま
も
り
合
へ
り
。（
42
・
８
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
装
束
の
清
ら
な
る
こ
と
、（
42
・
９
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
飛
ぶ
車
一
つ
具
し
た
り
。（
42
・
９
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
そ
こ
ら
の
年
ご
ろ
、（
43
・
４
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
そ
の
返
り
言ご

と

は
な
く
て
、（
43
・
11
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦
心
に
も
あ
ら
で
か
く
ま
か
る
に
、（
43
・
16
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

次
の
　
　
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

①
十と
を

合
は
せ
た
る
ば
か
り
に
て
、（
42
・
２
）�

 

②
弓
矢
を
取
り
立
て
む
と
す
れ
ど
も
、（
42
・
５
）�

 

③
罪
の
限
り
果
て
ぬ
れ
ば
、（
43
・
６
）�

 

④
申
す
人
ぞ
お
は
し
ま
す
ら
む
。（
43
・
９
）�

 

⑤
え
出い

で
お
は
し
ま
す
ま
じ
。（
43
・
10
）�

 

ア
　
意
志
　
　
イ
　
断
定
　
　
ウ
　
完
了
　
　
エ
　
過
去
　
　
オ
　
存
続
　

カ
　
現
在
の
推
量
　
　
キ
　
過
去
の
推
量
　
　
ク
　
打
消
の
推
量

教科書
p.42~46

▼
登
場
人
物
の
行
動
と
心
情
を
読
み
取
る

検印

竹
取
物
語 

12

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

　 

「
大
空
よ
り
、
人
、
雲
に
乗
り
て
下お

り
来
て
、」（
42
・
３
）
と
い
う
時
の
状
況
説
明

と
し
て
適
切
で
な
い
も
の

4

4

4

4

4

4

4

を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
雲
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
人
々
は
、
空
中
に
浮
い
て
い
た
。

イ
　
気
丈
な
者
は
心
を
奮
い
立
た
せ
よ
う
と
す
る
が
、
力
も
な
く
ぐ
っ
た
り
し
た
。

ウ
　
月
が
隠
れ
て
不
気
味
な
暗
闇
が
広
が
り
、
人
々
は
恐
怖
に
陥
っ
た
。

エ
　
昼
間
の
よ
う
な
明
る
さ
に
な
り
、
何
も
か
も
が
は
っ
き
り
と
見
え
た
。 

　 

「
お
の
れ
」（
43
・
６
）
と
は
誰
の
こ
と
か
。
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
翁お
き
な

　
　
イ
　
か
ぐ
や
姫
　
　
ウ
　
天
人
　
　
エ
　
帝み

か
ど 

　 

「
あ
た
は
ぬ
こ
と
な
り
。」（
43
・
７
）
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

①
口
語
訳
し
な
さ
い
。

　

�

②
何
が
「
あ
た
は
ぬ
こ
と
」
な
の
か
、
適
切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
か
ぐ
や
姫
が
昇
天
す
る
こ
と
。
　
　

イ
　
翁
が
財
宝
を
手
に
し
た
こ
と
。

ウ
　
か
ぐ
や
姫
が
泣
い
て
い
る
こ
と
。
　
　

エ
　
翁
が
泣
き
嘆
く
こ
と
。 

　 

か
ぐ
や
姫
が
人
間
界
に
や
っ
て
き
た
理
由
が
わ
か
る
部
分
を
、
本
文
中
か
ら
十
字

で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

1234

物
語（
一
）

三

第
一
部

竹
取
物
語
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文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

　 

「
屈く

つ

原げ
ん

既ニ

放タ
レ
テ、
遊ビ 

於
江か

う

潭た
ん
ニ、
行ゆ

く
ゆ
く　
吟ズ 

沢
畔ニ

。」（
54
・
１
）
に
お
け
る
屈
原
の
状
況

と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
放ほ
う

蕩と
う

　
　
　
イ
　
釈
放
　
　
　
ウ
　
放
逐
　
　
　
エ
　
放
心 

　 

「
挙ゲ

テ

 

世ヲ

皆
濁レ

ル
ニ、
我
独リ

清す
メ
リ。
衆
人
皆
酔ヘ

ル
ニ、
我
独リ

醒さ
メ
タ
リ。		

」（
54
・
５
）と
は
、
ど
う
い
う
こ

と
を
た
と
え
て
い
る
の
か
。
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
宮
中
で
は
派
閥
に
属
す
る
者
が
栄
華
を
極
め
て
お
り
、
少
数
派
の
一
人
で
あ
る

自
分
は
と
て
も
肩
身
が
狭
い
こ
と
。

イ
　
民
衆
は
こ
れ
か
ら
来
る
だ
ろ
う
戦
乱
の
世
を
知
る
こ
と
も
な
く
安
穏
に
暮
ら
し

て
い
る
中
、
自
分
だ
け
が
世
を
憂
え
て
い
る
こ
と
。

ウ
　
世
間
の
人
々
が
欲
深
く
、
道
理
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
自
分
ひ
と
り

が
正
義
を
貫
い
て
い
る
こ
と
。

エ
　
今
の
政
治
を
誰
も
が
歓
迎
し
て
お
り
、
自
分
だ
け
が
そ
の
誤
り
に
気
づ
い
て
い

る
が
、
道
を
正
す
方
法
が
な
い
こ
と
。 

　 

「
漁ぎ

よ

父ほ

莞
爾ト

シ
テ　

而
笑ヒ

、
鼓シ

テ

 

枻え
い
ヲ

 

而
去ル

。」（
55
・
７
）
に
つ
い
て
、
こ
の
と
き
の
漁
父

の
心
情
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
仁
者
と
し
て
の
誇
り
と
信
念
を
曲
げ
よ
う
と
し
な
い
屈
原
に
尊
敬
の
念
を
抱
き
、

自
分
の
至
ら
な
さ
を
自
嘲
し
て
い
る
。

イ
　
屈
原
の
考
え
方
は
自
分
と
は
相
い
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
自
分
を
貫
く
屈

原
の
生
き
方
に
感
服
し
て
い
る
。

ウ
　
屈
原
の
姿
勢
は
、
自
分
が
心
に
描
い
て
い
た
為
政
者
の
理
想
像
で
あ
り
、
出
会

え
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。

エ
　
屈
原
の
考
え
を
立
派
で
あ
る
と
認
め
、
い
つ
の
日
か
屈
原
が
為
政
者
と
し
て
返

り
咲
く
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。 

1

二

一

二

一

2

レ

3

レ

　 

次
の
各
文
を
、
句
法
の
違
い
に
注
意
し
て
口
語
訳
し
な
さ
い
。

①
不 

復ま
タ	

与と
も
ニ

 

言ハ

。（
55
・
10
）	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
復タ

不 

与ニ

言ハ

。	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

『
漁
父
辞
』
に
は
対
句
が
多
く
見
ら
れ
る
。
次
の
表
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を

本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
、
対
句
の
表
と
し
て
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
訓
点
は
不
要
。）

①

顔
色
憔せ

う

悴す
い
シ

②

挙ゲ
テ

 

世ヲ

皆
濁レ

ル
ニ

③

我
独リ

醒メ
タ
リ

④

世
人
皆
濁ラ

バ

⑤

何ゾ

不ル 

餔く
ら
ヒ
テ　
其ノ

糟か
す
ヲ、

而
歠す

す
ラ

 

其ノ

醨し
る
ヲ

 

⑥

新タ
ニ

 

沐も
く
ス
ル

  

者ハ

必ズ

弾は
じ
キ

 

冠ヲ

⑦

滄さ
う

浪ら
う

之
水
清マ

バ

 

兮

⑧

可シ 

以テ

濯フ 

吾ガ

足ヲ 

　　 

『
漁
父
辞
』
に
お
け
る
「
屈
原
」
と
「
漁
父
」
の
考
え
方
を
端
的
に
ま
と
め
な
さ
い
。

屈
原

　
　
　
　

 

漁
父

　
　
　
　

 

　 4
二

一

二

一

5

レ

下

二

一

中

上

レ

三

二

一

難6

振
り
返
ろ
う

表
現
を
的
確
に
理
解
し
、
主
張
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
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語
句
・
句
法
を
確
認
し
よ
う

　 

次
の
語
句
の
本
文
中
で
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

①
吟ズ

　
　
　 

（
54
・
１
）	

	

②
枯こ

槁か
う
ス　

　 

（
54
・
２
）	

	

③
凝
滞ス

　
　 

（
54
・
７
）	

	

④
高ク

挙ガ
ル　

　 

（
55
・
１
）	

	

⑤
新タ

ニ

 

沐も
く
ス
ル　

者（
55
・
３
）	

	

⑥
塵ぢ

ん

埃あ
い

　
　 

（
55
・
６
）	

	

⑦
莞く

わ
ん

 

爾じ
ト
ス　

　（
55
・
７
）	

	

⑧
乃す

な
は
チ　

　
　 

（
55
・
７
）	

	

　 

次
の
語
句
の
意
味
を
あ
と
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
同
じ
記
号
を
選
ん

で
も
よ
い
。）

①
察
察タ
リ　

　 

（
55
・
４
）	

②
汶も

ん

汶も
ん
タ
リ　

　 

（
55
・
４
）	

③
皓か

う

皓か
う
タ
リ　

　 

（
55
・
５
）	

ア
　
潔
白
な
様
子
。
　
　
　
　
　
イ
　
落
ち
着
い
て
い
る
様
子
。

ウ
　
気
分
が
晴
れ
な
い
様
子
。
　
エ
　
汚
れ
て
い
る
様
子
。

教科書
p.54~56

▼
文
章
に
表
現
さ
れ
た
主
張
を
読
み
取
る

検印

漁
父
辞 

…
… 

屈
原

12

　 

次
の
各
文
を
句
法
に
注
意
し
て
口
語
訳
し
な
さ
い
。

①
子ハ

非あ
ら
ズ

 

三さ
ん

閭り
よ

大
夫ニ 

与や

。（
54
・
３
）

  
 

②
何ノ

故ニ

至レ
ル

 

於
斯こ

こ
ニ。（

54
・
３
）

  

　 

③
可べ

シ 

以も
つ
テ

 

濯あ
ら
フ

 

吾わ
ガ	

足ヲ 

（
55
・
９
）

  

　 

　 

「
是こ

こ
ヲ

 

以テ

見る 

放タ

。」（
54
・
６
）
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

①
こ
の
「
見
」
と
同
じ
は
た
ら
き
を
も
つ
漢
字
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

ア
　
夫
　
　
イ
　
所
　
　
ウ
　
若
　
　
エ
　
徒 

②
口
語
訳
し
な
さ
い
。

  

　 

　

　 

「
何ゾ

不ざ
ル 

淈に
ご
シ
テ

  

其そ
ノ 

泥ヲ

、
而
揚ゲ 

其ノ

波ヲ

。」（
54
・
８
）
に
つ
い
て
、「
何
不
」
と
同
じ
句

法
を
含
む
文
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
盍ゾ 

反ラ 

其ノ

本ニ 

矣
。

イ
　
人ニ
シ
テ

 

而
無ケ

レ
バ

 

遠キ

慮お
も
ん
ぱ
か
リ

、  

必ズ

有リ 

近キ

憂ヒ

。

ウ
　
不ル 

如カ 

学ブ
ニ

 

也
。

エ
　
故
郷
何ゾ

独リ

在ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ

　
　
　
長
安ニ

。 

3

二

一

二

一

三

二

一

4

レ

5

下

二

一

中

上

レ

二

一

二

一

二

一

レ

レ

二

一

文
章

四

第
一
部

漁
父
辞
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画面は変更となる可能性があります。

「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」か
ら
、

三
省
堂
教
科
書・教
材
へ
の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
版
以
降
の
三
省
堂
教
科
書
の
指
導
用
デ
ー
タ
は
、

学
校
ご
と
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
る

「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
を
通
じ
て
配
信
し
ま
す
。

・
三
省
堂
の
教
科
書
ほ
か

教
材
・
学
参
な
ど
に
合

わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

商
品
の
指
導
用
付
属
デ

ー
タ
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
学
校
ご
と
に
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
校
内
の
複
数

の
先
生
方
で
利
用
可
能

で
す
。

・
追
加
デ
ー
タ
が
あ
る
場

合
も
随
時
更
新
し
て
い

き
ま
す
。

・「
こ
と
ま
な
Ｄ
」
は
、
先
生
方
が
お
持
ち
の
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
と
連
携
し
て
、
指
導
用
デ
ー
タ
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
デ
ー
タ

を
当
該
ア
カ
ウ
ン
ト
の
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ド
ラ
イ
ブ
」
に
コ
ピ
ー
し
、

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

・
上
記
「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
採
用
の
商
品
に
合
わ
せ
た
デ
ー
タ
を
閲
覧
・
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

1 学期 A B C
3 2 1

クラス 番号 名前 知識・技
能

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

評定 知識・技
能

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

達成度 評定

1 1 サンプル１ B A A 4 B A A 8 4 達成度 評定
1 2 サンプル２ A B B 4 A B B 7 4 9 5
1 3 サンプル３ B B B 3 B B B 6 3 8 4
1 4 サンプル４ B B B 3 B B B 6 3 7 4
1 5 サンプル５ A A A 5 A A A 9 5 6 3
1 6 サンプル６ B B B 3 B B B 6 3 5 3
1 7 サンプル７ B B B 3 B B B 6 3 4 2
1 8 サンプル８ A B B 4 A B B 7 4 3 1
1 9 サンプル９ B B B 3 B B B 6 3
1 10 サンプル１０ B B B 3 B B B 6 3
1 11 サンプル１１
1 12 サンプル１２
1 13 サンプル１３
1 14 サンプル１４
1 15 サンプル１５
1 16 サンプル１６
1 17 サンプル１７
1 18 サンプル１８
1 19 サンプル１９
1 20 サンプル２０
1 21 サンプル２１
1 22 サンプル２２
1 23 サンプル２３
1 24 サンプル２４
1 25 サンプル２５
1 26 サンプル２６
1 27 サンプル２７
1 28 サンプル２８
1 29 サンプル２９
1 30 サンプル３０
1 31 サンプル３１

最終評価 システム集計評価

- 2 - 

月
単

元

配
当
時
間 

●教材のねらい

「教材名」 
学習活動 

学習指導要領の指導事項 

❖言語活動例
評価規準 

４
～
５ 

１ 

論
点
を
整
理
す
る
た
め
に 

７ ●論点を明確にする 
「若者に友達プレッシャー」 

1 「友達プレッシャー」とはどのようなことか。

まとめる。 
2 「同輩集団以外の多様な関係を取り結べる

環境を整えていくことではないか」（22・1）と

言えるのはなぜか、説明する。  

知識及び技能 

言葉の特徴や使い方 

イ 論証したり学術的な学習の基礎を学んだ

りするために必要な語句の量を増し、文章

の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を

豊かにすること。 
ウ 文や文章の効果的な組立て方や接続の

仕方について理解を深めること。 

情報の扱い方 

ア 主張とその前提や反証など情報と情報と

の関係について理解を深めること。 

思考力、判断力、表現力等 

読む 

ア 文章の種類を踏まえて、内容や構成、論

理の展開などを的確に捉え、論点を明確に

しながら要旨を把握すること。 
カ 人間、社会、自然などについて、文章の

内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と

結び付けて、新たな観点から自分の考えを

深めること。 
キ 設定した題材に関連する複数の文章や

資料を基に、必要な情報を関係付けて自分

の考えを広げたり深めたりすること。 

❖ウ 学術的な学習の基礎に関する事柄に

ついて書かれた短い論文を読み、自分の考

えを論述したり発表したりする活動。

知識・技能 

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり

するために必要な語句の量を増し、文章の

中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊

かにしている。 
・文や文章の効果的な組立て方や接続の仕

方について理解を深めている。 
・主張とその前提や反証など情報と情報との

関係について理解を深めている。 

思考・判断・表現 

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理

の展開などを的確に捉え、論点を明確にし

ながら要旨を把握している。 
・人間、社会、自然などについて、文章の内

容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結

び付けて、新たな観点から自分の考えを深

めている。 
・設定した題材に関連する複数の文章や資

料を基に、必要な情報を関係付けて自分の

考えを広げたり深めたりしている。 

主体的に学習に取り組む態度 

・〔知識･技能の評価規準〕+〔思考･判断･表現の

評価規準〕+「粘り強い取り組みを行うとともに、

自らの学習を調整しようとしている」。 
例）論証したり学術的な学習の基礎を学んだ

りするために必要な語句の量を増し、文章

の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を

豊かにしたり、文章の種類を踏まえて、内

容や構成、論理の展開などを的確に捉え、

論点を明確にしながら要旨を把握したりす

ることに向けた粘り強い取り組みを行うとと

もに、自らの学習を調整しようとしている。 
※知識及び技能(1)イ、読む(1)イ、の場合 

●要旨を把握する 
「自分を捉え直す」 

1 筆者が「人間には、いくつもの顔がある。

―私たちは、このことをまず肯定しよう」（25・

1）と述べるのはなぜか、説明する。 
2 「『本当の自分』という存在を、ここでも捏造

してはならない」（28・8）のはなぜか、説明

する。 
3 「分人はすべて、『本当の自分』である」（30
・6）とはどういうことか、まとめる。 

●内容や構成・論理の展開を捉える

「他者を理解する」 
1 「それは感情の共振ということであっても他

、

者の
、、

理解ではない」（34・3）のはなぜか、そ

の内容を明らかにして説明する。 
2 「わかる、理解するというのは、感情の一

致、意見の一致をみるということではない」

（36・12）とはどういうことか、筆者の考えをま

とめる。 
3 「わからないままに身をさらし合う果てしの

ないプロセス」（38・8）とは何か、説明する。 

４ ●情報を整理し活用する 
「情報を整理する」 

1 伝えたいことを明確にして、目的や意図に

応じた適切な情報を収集する。 
2 伝えたい情報を整理して、自分の考えを表

出する。 

知識及び技能 

言葉の特徴や使い方 

イ 論証したり学術的な学習の基礎を学んだ

りするために必要な語句の量を増し、文章

の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を

豊かにすること。 

思考力、判断力、表現力等 

書く 

ア 実社会や学術的な学習の基礎に関する

事柄について、書き手の立場や論点などの

様々な観点から情報を収集、整理して、目

的や意図に応じた適切な題材を決めるこ

と。 

❖ア 特定の資料について、様々な観点か

ら概要などをまとめる活動。 

知識・技能 

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだり

するために必要な語句の量を増し、文章の

中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊

かにしている。 

思考・判断・表現 

・実社会や学術的な学習の基礎に関する事

柄について、書き手の立場や論点などの様

々な観点から情報を収集、整理して、目的

や意図に応じた適切な題材を決めている。 

主体的に学習に取り組む態度 

・〔知識･技能の評価規準〕+〔思考･判断･表現の

評価規準〕+「粘り強い取り組みを行うとともに、

自らの学習を調整しようとしている」。 
例）論証したり学術的な学習の基礎を学んだ

りするために必要な語句の量を増し、文章

の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を

豊かにしたり、実社会や学術的な学習の基

礎に関する事柄について、書き手の立場

や論点などの様々な観点から情報を収

集、整理して、目的や意図に応じた適切な

題材を決めたりすることに向けた粘り強い

取り組みを行うとともに、自らの学習を調整

しようとしている。 
※知識及び技能(1)ア、書く(1)ア、の場合 

「振り返る」 1 適宜、課題に取り組む。 
※探究の視点「他者」 
※学びを深める「身体〈の〉疎外」 

三
省
堂
教
科
書
は
、学
校
ご
と
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く

「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」に
資
す
る
授
業
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

教
科
書
上
で
「
振
り
返
り
」を
明
示
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
↓
振
り
返
り
で

自
己
評
価
も
！ 

観
点
別
評
価
に
対
応
し
た
、

単
元
ご
と
の
評
価
規
準
例
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

観
点
別
評
価
の
記
録
、

お
よ
び
評
定
へ
の
換
算
が
で
き
る

エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

※上記はいずれもサンプルです。それぞれの具体や全体像は、ウェブサイトおよび指導書にてご確認ください。

・指導書やワークブックにて、豊富なテスト問題をご用意しています。
　Googleフォームを使うことで、集計も管理できます。

※単元ごとの観点別評価を記録し、
集計できます。

　CPや評定への換算式をカスタ
マイズできます。

（「精選 論理国語」の例）

（「新 論理国語」の例）

1 学期 以上　A 7.2 80% 以上　A 7.7 80% 以上　A 7.2 80% 達成度 A B C
未満　C 3.6 40% 未満　C 3.8 40% 未満　C 3.6 40% 3 2 1

達成度計 9 達成度計 9.6 達成度計 9 重み付け→ 1 1 1

クラス 番号 名前 A B C 達成度 評価 A B C 達成度 評価 A B C 達成度 評価 知識・技
能

知識・技
能

思考・判
断・表現

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

主体的
に学習
に取り組
む態度

1 1 サンプル１ 1 2 0 7.0 B 2 1 0 8.6 A 2 1 0 8.0 A B 2 B 2 A 3
1 2 サンプル２ 2 1 0 8.0 A 0 0 0 6.4 B 1 2 0 7.0 B A 3 B 2 B 2
1 3 サンプル３ 0 0 3 3.0 C 0 0 0 5.4 B 0 1 2 4.0 B C 1 C 1 B 2
1 4 サンプル４ 1 2 0 7.0 B 0 0 0 7.4 B 1 2 0 7.0 B B 2 A 3 B 2
1 5 サンプル５ 3 0 0 9.0 A 0 0 0 9.6 A 3 0 0 9.0 A A 3 A 3 A 3
1 6 サンプル６ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 4.2 B 0 2 1 5.0 B B 2 B 2 C 1
1 7 サンプル７ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 4.2 B 0 2 1 5.0 B B 2 B 2 C 1
1 8 サンプル８ 2 1 0 8.0 A 0 0 0 6.4 B 1 2 0 7.0 B A 3 B 2 B 2
1 9 サンプル９ 0 0 3 3.0 C 0 0 0 5.4 B 0 1 2 4.0 B C 1 C 1 B 2
1 10 サンプル１０ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 6.4 B 0 3 0 6.0 B B 2 B 2 B 2
1 11 サンプル１１
1 12 サンプル１２
1 13 サンプル１３
1 14 サンプル１４
1 15 サンプル１５
1 16 サンプル１６
1 17 サンプル１７
1 18 サンプル１８
1 19 サンプル１９
1 20 サンプル２０
1 21 サンプル２１
1 22 サンプル２２
1 23 サンプル２３
1 24 サンプル２４
1 25 サンプル２５
1 26 サンプル２６
1 27 サンプル２７
1 28 サンプル２８
1 29 サンプル２９
1 30 サンプル３０
1 31 サンプル３１

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 ぐうぜん、うたがう、読書のススメ

評
価
の
サ
ポ
ー
ト

Ｇｏｏｇ
ｌｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
連
携
「
こ
と
ま
な
Ｄ
」
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よ
り
便
利
に
、

さ
ら
に
手
軽
に
、

漢
文
の
編
集
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
主
な
機
能
﹈

・
文
字
ご
と
の

　

訓
点
、
句
読
点
、

　

振
り
仮
名
、
送
り
仮
名

　

な
ど
の
設
定

・
行
間
の
設
定

・
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
／
一
太
郎
へ
の

　

書
き
出
し
（
再
編
集
可
）

﹇
主
な
機
能
﹈　

・
教
科
書
紙
面
表
示

・
本
文
、
課
題
拡
大
表
示

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
の
閲
覧

・ 

書
き
込
み
（
ペ
ン
、
マ
ス
ク
、
マ
ー
カ
ー
、

　

ス
タ
ン
プ
、
付
箋
テ
キ
ス
ト
等
）

・ 

任
意
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
の
追
加

よ
り
便
利
に
、よ
り
使
い
や
す
く
。「
漢
文
エ
デ
ィ
タ
」が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
！

ご
要
望
の
多
か
っ
た
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
／
一
太
郎
へ
の

書
き
出
し
後
の
再
編
集
に
対
応
し
ま
し
た
！

●
教
科
書
紙
面
表
示

●
本
文
・
課
題
拡
大
表
示

〝
一
人
一
台
端
末
〞時
代
の
授
業
を
支
え
る『
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
』

1人あたり2,200円（税込）
※ 精選古典探究 古文編・漢文編
　のみ各1,650円（税込）

１ユーザー１ライセンス［在学期間］

●アプリ版（オフライン利用可能）
　Windows 10/11  iPadOS最新版対応
●Webブラウザ版（オンラインのみ）
　Chrome、Edge、Safari(iPad)推奨

デジタル教科書を
体験！

※体験版のページに
リンクします。

Word／一太郎上で漢
文をクリックするとエ
ディタが立ち上がり、
すぐに修正できる！

漢文エディタは「言語文化」「古典探究」指導書の付属データと
して、「ことまな学校サポートサイト」からプログラムをダウン
ロードしてお使いいただけます（Windows版のみのご提供です）。

編集後、ボタン一つ
でWord／一太郎に
書き出し可能！
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「国語教科書」 Q &  A

単位数のほかに、領域ごとの時数が決められているのですか？
学習指導要領では、科目ごとに単位数、扱う領域および各時数が決められています。
各時数は、下記の単位時間程度となっています。それぞれの教科書も、これらの規定に合
わせて単元や教材が構成されています。

　　

領域ごとの時間の数え方は、どのように考えればよいですか？
話している時間・書いている時間の合計ということではなく、単元や教材ごとの指導事項に
基づく領域の時間として計算できます。例えば、「話す・聞く」「書く」教材に取り組むために資
料などを読む場合は「話す・聞く」「書く」領域の授業時数、教材を「読解する」ためにメモな
どを書いたり友達と話し合ったりする場合は「読む」領域の授業時数となります。

実用的な文章は扱っていますか？
学習指導要領では、「論理国語」の「内容の取扱い」に、「読むこと」で扱う教材は、「近代
以降の論理的な文章及び現代の社会生活に必要とされる実用的な文章とする」と規定されて
おり、それぞれの教科書でも「実用的な文章」を掲載しています。日常生活で見かける様々
な文章を意識し、主体的に読み、探究していく姿勢を育てるためのきっかけとなるような教
材を掲載しています。

「現代文B」「古典B」と「論理国語」「文学国語」「古典探究」の違いは何ですか？
「論理国語」「文学国語」では領域ごとの配当時間が設定され、それぞれの科目で行う言語活
動例が明示されています。また「古典探究」は、古典をテーマとした探究的な学習（自分の
考えを広げたり深めたり、話し合ったりする活動）を行う科目として設定されています。
三省堂教科書は、これら新科目の学習を無理なく行えるように作られています。

大学共通テストが変わるのですか？
令和７年実施の試験から、新学習指導要領に基づく形で行われます。令和４年 11月に大学
入試センターより公表された「令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テストの出題
教科・科目の問題作成方針に関する検討の方向性について」では、「国語」に関して、大問
の追加のほか、言語活動を重視する等の方針が示されました。また、あわせて公表された「試
作問題」には、新たな大問の例として、複数の文章やグラフを基にレポートの内容や構成を
考える問題が紹介されています。

科目名 標準単位数 話す・聞く 書く 読む
論理国語 ４ 〇 50～60 〇 80～90

文学国語 ４ 〇 30～40 〇 100～110

国語表現 ４ 〇 40～50 〇 90～100

古典探究 ４ 〇 －

◉学びが広がる！ “辞書の三省堂” が提供するタブレット辞書

ことまな辞書

  授業と自学をそれぞれサポート！
●  三省堂教科書の指導書には、「ことまな辞書」をWindows・iPadそれぞれ５台まで使える
ライセンスが付属します（国語・英語で付属書名が異なります）。
参照用としても、提示用としてもお使いいただけます。

 ことまな＋（プラス）でスマホにプラス！　ウェブアプリ付き！

低容量のインストールだから、いつでも、どこでも使いやすい
　学習に必要な辞書コンテンツに精選し、低容量のインストールアプリを実現。
　容量の限られた端末でもスムーズに、ネット環境に依存せずお使いいただけます。

卒業後も使える
　ユーザーごとに与えられるライセンスは、自分だけのものです。
　卒業後に端末が変わっても、同じ ID・パスワードで利用を継続することが可能です。

辞書をそのままアプリ化
　紙辞書の紙面を、そのままアプリ化しました。
　 紙面の見やすさ・引きやすさはそのままにアプリで使
えるので、高い学習効果が期待できます。

●エースクラウン英和辞典

●商品ラインアップ　＊税込価格

●全訳読解古語辞典　 ◎単語ストッカー（単語保存機能）

＊対応端末　Windows端末または iPad　対応OS：Windows10/11　iPadOS16以降
＊その他のセットもございます。

①ウィズダム英和辞典　第4版  …2,320円
②ウィズダム和英辞典　第3版  …2,320円
③グランドセンチュリー英和辞典　第4版

…2,090円
④エースクラウン英和辞典　第3版 …1,960円
⑤新明解国語辞典　第八版 …3,300円
⑥現代新国語辞典　第七版 …3,300円
⑦全訳読解古語辞典　第五版 …1,960円
⑧全訳漢辞海　第四版 …3,060円

ウィズダムセット　①・② …4,040円
国語科辞書セット　⑤または⑥・⑦・⑧  …5,200円
5辞書セット（ウィズダム） 
　①・②・⑤または⑥・⑦・⑧ …6,500円
5辞書セット（グランドセンチュリー）　
　②・③・⑤または⑥・⑦・⑧ …6,200円
4辞書セット（エースクラウン）　
　④・⑤または⑥・⑦・⑧ …5,800円
6辞書セット（高校）
　 ①・②・③・⑤または⑥・⑦・⑧ 　…7,300円

必要な分だけ、単品購入 まとめてお得、セット購入
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